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Ⅰ はじめに（背景と目的）  

 

  平成２３年２月８日に閣議決定された「文化芸術の振興に関する基本的な

方針（第３次基本方針）」において、「文化芸術への支援策をより有効に機能

させるため、独立行政法人日本芸術文化振興会における専門家による審査，

事後評価，調査研究等の機能を大幅に強化し、諸外国のアーツカウンシルに

相当する新たな仕組みを導入する。このため、早急に必要な調査研究を行う

とともに、可能なところから試行的な取組を実施し、文化芸術活動の計画、

実行、検証、改善（ＰＤＣＡ）サイクルを確立する。」との方針が示された。

これに基づき、文化庁からの予算措置を受けて、平成２３年から２７年度ま

での５年間、独立行政法人日本芸術文化振興会（以下「振興会」という。）に

おいて、試行的な取組を実施することになった。  

 

  閣議決定に先立ち、振興会では、文化審議会における第３次基本方針の策

定に向けた審議の状況を踏まえ、振興会が行う文化芸術活動に対する助成事

業をより効果的なものとするため、平成２２年１２月２４日、「独立行政法人

日本芸術文化振興会文化芸術活動への助成に係る審査・評価に関する調査研

究会」を設置し、専門的な知識や調査研究に基づく助言、情報提供等を行う

「プログラムディレクター（以下「ＰＤ」 という。）」や「プログラムオフィ

サー（以下「ＰＯ」という。）」を活用した審査・評価等の  仕組みの在り方に

ついて、９回の会合を開催して調査研究を重ねた。  

  本調査研究会により、平成２３年６月１０日に「文化芸術活動への助成に

係る新たな審査・評価等の仕組みの在り方について（報告書）」（以下「報告

書」という。）がとりまとめられ、平成２３年度から着手する新たな審査・評

価等の仕組みの在り方等について示されるとともに、それを踏まえた将来に

おける審査・評価等の仕組みの在り方について考えられる方向性が示された。 

 

 現在、振興会では、第３次基本方針及び上記報告書の内容を踏まえ、文化

庁の補助金により、文化芸術活動への助成に係る新たな審査・評価等の仕組

みの試行（日本版アーツカウンシルの試行的取組）に取り組んでいるところ

である。これまで実施してきた取組について、以下のとおり報告する。  
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Ⅱ 試行的取組の実施以前の審査体制と日本版アーツカウンシルの概念整理  

 

１．振興会が実施する助成事業  

  振興会においては、文化庁から交付される補助金による「トップレベルの

舞台芸術創造事業」及び「映画製作への支援」並びに芸術文化振興基金の運

用益による「芸術文化振興基金助成事業」という助成事業を行っている。  

 日本版アールカウンシルの試行的取組は、上記の助成事業のうち、舞台芸

術分野を対象とするもの（「トップレベルの舞台芸術創造事業」及び「芸術文

化振興基金助成事業」のうち舞台芸術活動に対するもの）について実施して

いる。  

 

  トップレベルの舞台芸術創造事業は、我が国の舞台芸術の水準向上の直接

的な牽引力となることが期待される芸術性の高い優れた芸術文化活動等を支

援するものである。また、芸術文化振興基金助成事業は、すべての国民が芸

術文化に親しみ、自らの手で新しい文化を創造するための環境の醸成とその

基盤の強化を図る観点から、芸術家及び芸術に関する団体が行う芸術の創造

又は普及を図るための活動等を継続的かつ安定的に支援するものである。   

 

 

２．試行的取組の実施以前の審査体制  

 

  独立行政法人日本芸術文化振興会業務方法書（平成１５年１０月１日文部

科学大臣認可）では、振興会における助成金の交付に係る業務を適正に行う

ための基本的な体制として、外部有識者から構成される芸術文化振興基金運

営委員会（以下「運営委員会」という。）を設置する旨が規定されている（第

４条）。また、芸術文化振興基金運営委員会規程（平成１５年１０月１日独立

行政法人日本芸術文化振興会規程第３１号）では、各分野の実情及び特性に

応じた審査を実施するため、運営委員会の下に、４の部会及び１３の専門委

員会を設置する旨が規定されている。  

 

  助成の決定に当たっては、振興会理事長が運営委員会に助成対象活動及び

助成金額について諮問を行い、これを受けて運営委員会において、助成対象

活動の募集や助成金交付の基本方針を決定するとともに、部会及び専門委員

会に対して調査審議を付託する。   

 

  これを受け、はじめに各専門委員会において、専門委員会ごとの審査の方
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法等を定め、各専門委員が行う書面審査を経て、専門的見地から合議により

採択すべき助成対象活動を選定する。   

 

  次に、部会において、専門委員会における審査結果を基に、採択すべき助

成対象活動及び助成金額について審議を行い、運営委員会に報告する。   

 

  運営委員会においては、採択すべき助成対象活動及び助成金額に係る部会

での審議結果を基に、助成対象活動及び助成金額を審議・決定し、振興会理

事長に答申する。  

 

 報告書では、上記のような現行の審査の在り方について様々な課題が示さ

れ、以下のような取組が重要であるとした。 

・専門的な情報提供等を行うＰＤ及びＰＯを配置し、的確な情報に基づく審

査、審査結果における採択理由及び助成により期待される効果の公表、不採

択理由の伝達、事後評価の実施並びに事後評価を踏まえた次回以降の審査等

を着実に実施すること 

・ＰＤ及びＰＯが持っている専門的知識や経験、ＰＤを中心として行われる

調査研究によって得られた調査結果に基づき、振興会が行う文化芸術活動に

対する助成事業の改善を図ること 

 

報告書の提言を踏まえ、振興会では、基金部にＰＤ及びＰＯを配置し、当

該ＰＤ及びＰＯが運営委員会を支援する新たな審査・評価等の取組を試行的

に行っているところである。  
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PDPOの配置と審査体制
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ＰＯ

芸術文化振興基金
運営委員会
（委員１５名）

舞台芸術等部会
（運営委員４名
専門委員７名）

専門委員会

・音楽専門委員会 １０名
・舞踊専門委員会 １０名

・演劇専門委員会
第１分科会 ８名
第２分科会 ８名

・伝統芸能・大衆芸能

専門委員会 １０名

助成対象団体等

審査結果・事後評価結果
等のフィードバック、助言

相談

付託報告

付託報告

諮問

答申

独立行政法人
日本芸術文化振興会

助言

芸術文化振興基金
運営委員会

理事

芸術活動
助成課

※委員人数は平成２７年度の助成対象活動の
審査に係るもの
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芸術文化振興基金運営委員会組織図

運
営
委
員
会

舞台芸術等部会

文化財部会

音楽専門委員会

舞踊専門委員会

演劇専門委員会

伝統芸能・大衆芸能専門委員会

美術専門委員会

多分野共同等専門委員会

劇映画専門委員会

記録映画専門委員会

アニメーション映画専門委員会

映画祭等専門委員会

地域文化活動専門委員会

文化団体活動専門委員会

文化財保存活用専門委員会

基金部組織図

企画調査課

芸術活動助成課

地域文化助成課

ＰＤ・ＰＯ

助成活動調査分析研究員

基金部長

映像芸術部会

第１分科会

第２分科会

地域文化・文化
団体活動部会

（補助金） （基金）

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

□

◎

□

□

○

○

○

○

○

審査を担当する事業

◎ トップレベルの舞台芸術創造事業
□ 映画製作への支援
○ 芸術文化基金助成事業
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３．日本版アーツカウンシルの概念整理  

 

 アーツカウンシルの機能や組織体制は国によって様々であるが、第３次基

本方針により提言された日本版アーツカウンシルの概念については、以下の

とおり整理した。 

 

（１）目的 

 日本版アーツカウンシルの試行の目的は、第３次基本方針に掲げられたと

おり、文化芸術活動への支援に係るＰＤＣＡサイクルを確立することによっ

て、国としての支援策をより有効に機能させることである。 

 

（２）日本版アーツカウンシルの意味 

 第３次基本方針では、「独立行政法人日本芸術文化振興会における専門家に

よる審査、事後評価、調査研究等の機能を大幅に強化し、諸外国のアーツカ

ウンシルに相当する新たな仕組みを導入する」としている。そして、第４次

基本方針では、日本版アーツカウンシルを「専門家による助言、審査、事後

評価、調査研究等の機能」と定義している。 

諸外国では「アーツカウンシル」は組織名称を指すのが一般的であるが、「日

本版アーツカウンシル」の場合は上記「機能」を指しており、当該機能を担

うのは独立行政法人である振興会である。なお、試行の段階では前述の独立

行政法人日本芸術文化振興会業務方法書の改正は行われなかったため、上記

「専門家」は、ＰＤＰＯのみではなく、運営委員会、部会及び専門委員会に

属する委員を含む概念であると整理した。 

 

（３）個別法上の整理 

 日本版アーツカウンシルの試行的取組においては、詳細はⅢ以降で述べる

が、専門家を活用した審査、事後評価、調査研究等を実施している。 

振興会の業務は、設置法である「独立行政法人日本芸術文化振興会法（以

下「振興会法」という。）に規定されており、日本版アーツカウンシルの取組

も、当該業務の範囲内で実施される。振興会の助成事業に係る業務は、振興

会法第１４条第１項に以下のとおり規定されている。 

○振興会法第 14 条第 1 項 

一 次に掲げる活動に対し資金の支給その他必要な援助を行うこと。 

イ 芸術家及び芸術に関する団体が行う芸術の創造又は普及を図るための公演、展示等

の活動 
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ロ 文化施設において行う公演、展示等の活動又は文化財を保存し、若しくは活用する

活動で地域の文化の振興を目的とするもの 

ハ イ及びロに掲げるもののほか、文化に関する団体が行う公演及び展示、文化財であ

る工芸技術の伝承者の養成、文化財の保存のための伝統的な技術又は技能の伝承者の

養成その他の文化の振興又は普及を図るための活動 

二～五 （略） 

六  前各号の業務に附帯する業務 

助成対象活動の審査及び事後評価は、上記「資金の支給」すなわち振興会

の実施する助成事業について実施されるものとなる。また、調査研究は振興

会法上明記されていないため、上記助成事業の附帯業務として位置づけられ、

助成事業の実施を行う上で必要な調査研究となる。 

これを前提に、具体的にはⅢで述べるような専門家を活用した審査、事後

評価、調査研究等を日本版アーツカウンシルの試行的取組として実施してい

る。 

 

（４）財源 

 Ⅱ１（１）で述べたとおり、振興会が実施する助成事業は、文化庁から交

付される補助金により振興会が実施するトップレベルの舞台芸術創造事業と

芸術文化振興基金の運用益によって行う芸術文化振興基金助成事業の２つが

あるが、前者については、文化庁が政策として基本的な枠組みを決定し、そ

の実施機関として振興会が募集、審査、採択、助成金の交付等の執行業務を

担っている事業である（後者については自己財源で実施するため、文化政策

の大枠及び前述の振興会法の目的の範囲内で独自に枠組みを決定できる事業

である）。   
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Ⅲ．文化芸術活動への助成に係る新たな審査・評価等の仕組みの取組状況  

 

 文化芸術活動への助成に係る新たな審査・評価等の仕組みの試行期間は、

平成２３年度から平成２７年度までの５年間である。  

 

＜図：新たな審査・評価等の仕組みの試行的取組スケジュール＞  

 

 

 

１．ＰＤ及びＰＯ等の体制整備  

 

（１）ＰＤ及びＰＯの体制及び対象分野 

 ＰＤ及びＰＯを配置している分野は、第３次基本方針を機に予算化された

「トップレベルの舞台芸術創造事業」の対象分野に連動し、音楽、舞踊、演

劇、伝統芸能・大衆芸能の４分野である。報告書の提言に基づき、平成２３

年度に舞台芸術分野のうち音楽及び舞踊の２分野について、平成２４年度に

は演劇、伝統芸能・大衆芸能の分野についても配置した。分野ごとの人数は

以下のとおりであり、各分野の助成対象活動の実施件数を考慮した人数を配

置している。また、必要に応じてＰＯを追加で採用してきた。 

 対象となる事業は、主にトップレベルの舞台芸術創造事業であるが、平成

２５年度からは芸術文化振興基金の舞台芸術分野の助成事業についても、審

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

審査基準等
審査基準の公表(音
楽、舞踊）

審査基準の公表(演
劇、伝統芸能・大衆
芸能）

審査基準の公表(美
術）

審査基準の公表（全
分野）

公演調査等 公演調査の実施
助成対象団体との意
見交換

事後評価等
事後評価の実施に向
けた公演調査・準備

トップレベルの一部の
事業について事後評
価を実施

トップレベルの全ての
事業について事後評
価を実施
※事後評価の結果を翌年
度事業に反映

調査研究 分野の動向等調査

音楽、舞踊（２分野）

演劇、伝統芸能・大
衆芸能（２分野）

基金事業

音楽、舞踊、演劇、伝
統芸能・大衆芸能（４
分野）
※審査基準の公表及び公
演調査等を実施

取
組
内
容

対
象
事
業

補助金事業

試

行

の

実

施

結

果

に

つ

い

て

検

証
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査基準の事前公表や、ＰＤ及びＰＯによる公演調査及び団体との意見交換等

を分野によって実施するなど、新たな審査・評価等の考え方を取り入れてい

る。  

 

＜ＰＤＰＯの配置状況＞（平成２７年４月１日現在）  

 ・音楽分野        ＰＤ１名 ＰＯ４名  

 ・舞踊分野        ＰＤ１名 ＰＯ３名  

 ・演劇分野        ＰＤ１名 ＰＯ６名  

 ・伝統芸能・大衆芸能分野 ＰＤ１名 ＰＯ３名  

 

（２）ＰＤ及びＰＯの勤務体制 

 ＰＤ及びＰＯは、振興会の非常勤職員として週２日程度、振興会事務所で

勤務するほか、公演調査のため現場に赴いて職務に従事している。  

 週１回は分野ごとに連絡会を行い情報交換するとともに、ＰＤ及びＰＯ全

員と基金部各課職員による連絡会（月１回）や、ＰＤと基金部幹部職員によ

る連絡会（月１回）を設けるなど、分野間及び基金部各課との間における情

報交換を行っている。 

任期は１年であり、再任を可能としている。これまでは試行における取組

の蓄積や継続性が必要なことから、毎年再任している。  

 

（３）職務内容 

 ＰＤ及びＰＯの基本的な職務内容は以下のとおりである。ＰＤ及びＰＯの

採用は、各分野に関する専門的知識を有し、求められる業務を適切に遂行で

きる能力を有していることが確保されるとともに、その手続きの透明性及び

公平性が担保されるよう、公募により行っている。  

 

＜ＰＤ＞ 

① 助成事業に係る基本的な方向性の検討 

② 芸術文化振興基金運営委員会、舞台芸術等部会及び各専門委員会への情

報提供 

③ 助成の基本方針案、審査基準案及び事後評価案等の企画立案 

④ 助成対象活動及び助成対象団体の調査 

⑤ 助成対象団体等への助言等 

  

＜ＰＯ＞ 

① 助成事業に係る基本的な方向性の検討のために必要な調査及び分析 
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② 芸術文化振興基金運営委員会、舞台芸術等部会及び各専門委員会への情

報提供 

③ 助成に係る審査基準案及び事後評価案等の作成 

④ 助成対象活動及び助成対象団体の調査 

⑤ 助成対象団体への助言等 

 

（４）文化芸術活動調査員 

 ＰＤ及びＰＯをサポートして公演調査を実施することを目的とし、平成２

３年度より文化芸術活動調査員を委嘱している。  

ＰＤ及びＰＯの指示により助成対象活動について公演調査を行い、その結

果を公演調査報告書により報告すること等が主な職務である。分野の専門性

や居住地等にも配慮しつつ、それぞれの専門分野に関する専門的知識を有し、

職務を遂行できる能力を有する者を１年の任期で委嘱している（更新可）。現

在の分野ごとの人数は以下のとおりである。  

 

＜文化芸術活動調査員の配置状況＞（平成２７年４月１日現在）  

・音楽分野   ７名（居住地：北海道１名、宮城１名、東京２名、  

神奈川１名、兵庫１名、大分１名）  

・舞踊分野    ４名（居住地：東京２名、静岡１名、兵庫１名）  

・演劇分野   ２名（居住地：岩手１名、京都１名）  

・伝統芸能・大衆芸能分野 ４名（居住地：千葉１名、東京１名、京都１名、

岡山１名）  

 

（５）助成活動調査分析研究員 

振興会が行う文化芸術活動に対する助成事業等について調査分析等を行う

ため、平成２４年度より、主任助成活動調査分析研究員（以下「主任研究員」

という。）、助成活動調査分析研究員（以下「研究員」という。）及び助成活動

調査分析研究補助員（以下「補助員」という。）を配置した。 

主任研究員は研究員等の業務を統括すること、研究員は調査分析業務に当

たること、研究補助員は調査分析業務を補助することが主な職務であり、４

で述べる調査研究に従事している。振興会の非常勤職員であり、任期は１年

で再任を可能としている。 

平成２７年４月１日現在において主任研究員１名（当初からＰＯ１名が兼

務）及び研究員３名を雇用している。 

 なお、ＰＤ及びＰＯも、芸術団体に対する助言のために必要な情報の収集・

管理について、研究員に指示できるようにしている。 
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（６）専門調査員制度の創設 

事後評価を円滑に実施するためには、活動の採択に関わった委員が当該活

動の公演調査及び事後評価を行うことが適当である。  

しかし、専門委員の任期は１年であり再任回数には上限があること、採択

活動は審査年度の翌年度に実施されることから、再任されない委員について

は、採択に関わった活動の事後評価に参画することができなかった。  

このため、平成２５年度より、任期が終了した専門委員を専門調査員とし

て委嘱し、採択に関わった活動の公演調査及び当該活動の事後評価の合議に

参加できる仕組みを導入した。  

専門調査員の任期は１年であり、上記の業務の性質から再任は行っていな

い。  
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２．文化芸術への助成に係るＰＤＣＡサイクルの確立  

 

文化芸術活動への助成に係る新たな審査・評価等の仕組みの試行的取組の

目的は、第３次基本方針を踏まえ、文化芸術活動への支援に係る計画、実行、

検証、改善（ＰＤＣＡ）サイクルを確立することである。  

これらの各段階の取組状況は以下のとおりである。  

 

 

２－１．助成事業の計画（Ｐｌａｎ）に対する取組  

 

（１）報告書の記述 

 報告書では、ＰＤ及びＰＯが中心となり、助成事業に係る基本的な方向性

を提示することが必要であると提言された。  

 

（２）取組内容 

①  基本的な方向性の提示 

音楽及び舞踊分野については平成２３年度、演劇及び伝統芸能・大衆芸能

分野については平成２４年度に、ＰＤ及びＰＯが中心となり、それまでの業

務の内容を検証した。その結果、審査に関しては従来の方向性を基礎として、

手続等を継承しつつ分野ごとの審査基準を明確化することとした。また、助

成事業全体に関しては、文化芸術団体におけるレパートリーの充実、個々の

公演内容の充実、団体としての発展等を目指して、助言等を行っていくこと

とした。この基本的な方向性は、専門委員会の審議を経て運営委員会におい

て了承された。  

また、併せて、助成事業に応募する団体に対して運営委員会における審査

の考え方を示すため、補助金による助成と基金による助成の両方について「審

査の基本方針」を募集案内に掲載することとした。  

 

② 募集案内の作成 

 振興会の助成事業については、毎年度作成する募集案内において、助成の

条件や審査書類の詳細等を定めている。  

募集案内は、従前は専門委員会、部会及び運営委員会等の審議過程で示さ

れた意見を踏まえつつ、国の制度の反映等を中心として事務担当職員が改正

案を作成していたが、ＰＤ及びＰＯの配置後は、ＰＤ及びＰＯの意見も踏ま

えて内容を改善している。平成２４年度より、次年度募集に向けて各分野の

ＰＯからなるワーキンググループを設置し、内容の改善に組織的に取り組ん
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でいる。  

特に、平成２６年度は、第３次基本方針において、文化芸術活動に対する

公的支援の考え方が「社会的費用」から「社会的必要性に基づく戦略的投資」

と捉え直されたことを踏まえ、要望時に団体が考えている活動の企画意図や

期待される波及効果等を明確にするとともに、助成対象活動の事後評価等に

おいて評価の対象が明らかになるよう、平成２７年度の募集に係る要望書の

様式を変更するなどの改善を行った。  

また、平成２７年度は、助成の対象となる経費が分野ごとの特性を踏まえ

たものとなるよう改善を図っている。  

 

③ 審査基準案の作成 

審査基準案は、従前は専門委員会、部会、運営委員会での意見等を踏まえ

て事務方が作成していたが、ＰＤ及びＰＯの配置後は、ＰＤ及びＰＯの意見

も踏まえ作成を行っている。特に平成２７年度においては、審査基準の体系

化に取り組むとともに、年度により審査基準の解釈に大きなずれが生じない

よう、審査基準に当てはまる具体的な活動例や判断の際の留意点等について

分野ごとに整理する予定である。  

 

（３）取組の効果 

 募集案内や審査基準などにＰＤ及びＰＯの意見を反映することにより、分

野ごとの特性を踏まえたよりきめ細かな改善が図られるようになった。 
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２－２．助成事業の実行（Ｄｏ）に対する取組  

 

（１）報告書の記述 

 報告書では、振興会の助成事業に係る審査の在り方に係る課題として、以

下のような点があげられた。  

・審査の経験やノウハウが蓄積されにくい  

・審査委員の目に触れることの少ない団体が不利になる可能性  

・専門委員会において出された経費や積算に対する意見がどのように反映さ

れたのかわかりにくい  

・限られた期間での審査となるため、審査委員相互の十分な意見交換が行わ

れない  

 そして、従来の審査の仕組みを活用しつつ、ＰＤ及びＰＯの専門性を生か

すことが必要であり、専門委員会、部会、運営委員会において、ＰＤ及びＰ

Ｏの助言を踏まえた審査が行われることが必要であるとされた。  

 

（２）取組内容 

① 団体からの申請内容等の分析 

応募のあった助成対象活動に関しては、ＰＤ及びＰＯが公演調査、団体と

の意見交換、要望内容の分析等に基づき、公演内容、助成対象経費、団体の

運営状況等について専門的な観点から調査・分析を行っている。  

分野によっては、要望書の記載内容について、審査の上で問題となりそう

な点をあらかじめ抽出したり、必要に応じてそれに関する団体の実情を調査

するなど、審査に必要な情報の把握に努めている。  

 

② 委員会でのＰＤ及びＰＯの助言 

上記の分析をもとに、各専門委員会、舞台芸術等部会及び運営委員会に対

して説明を行い、審査に必要な助言を行っている。  

＜助言の具体例＞  

・ 専門委員が公演を見たことのない団体について、公演調査を行ったＰＤ及びＰＯよ

り情報提供。 

・ ＰＤ及びＰＯが要望書を精査し、採否の判断のために重要な事項を抽出して補足説

明。  

・ これまでに蓄積された団体の情報（過去の申請及び助成実績、過去の審査での指摘

事項、過去の事後評価結果等）に基づく情報提供。  

・ 当該年度の要望の全体的な傾向（事業規模、団体規模等）を分析し、必要に応じて

情報提供。 
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③ 採択・不採択理由及び期待される効果の整理 

 活動の事後評価の伝達や団体との意見交換の際に活用するため、審査時に

おいて、採択・不採択の理由及び採択活動に期待される効果について、専門

委員会として確認している。 

 

④ 採択後の活動内容の変更点の確認 

採択後、助成対象活動の計画変更等があった場合において、ＰＤ及びＰＯ

が内容を確認し、必要に応じて、団体への問い合わせによる状況把握を行い、

当該変更により活動の目的達成に支障が生じないかどうかについて専門委員

会と連携しながら確認している。  

 

（３）取組の効果 

 各芸術分野の専門的知識・経験を持つＰＤ及びＰＯの配置により、文化芸

術活動への助成事業を実施する事務局である基金部の専門性が飛躍的に高ま

った。具体的には以下の点があげられる。 

・審査に必要な情報の専門的観点からの収集・管理が可能となり、委員会に

おける審査の継続性を担保できる体制が整った。 

・ＰＤ、ＰＯ及び文化芸術活動調査員が幅広く公演調査を実施することによ

り、専門委員の見ていない団体の活動についても、審査時に情報提供するこ

とが可能となった。 

・応募内容に関して、経費の見積もりの妥当性、企画の背景などについて専

門的な観点からの調査・分析、情報収集が可能となり、審査の過程で実態に

沿った情報提供を行うことが可能となった。 

・採択理由等を整理して団体に伝達するとともに、採択後の内容変更をチェ

ックするなど、後述する事後評価と合わせ、採択後のきめ細かなフォローア

ップも可能となった。 

これらのことにより、より的確かつ円滑な審査を実施するとともに、助成

を受けた文化芸術団体がその活動内容をさらに改善・充実させることができ

るような体制になりつつある。 
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２－３．助成事業の検証（Ｃｈｅｃｋ）に対する取組  

 

（１）報告書の記述 

 報告書では、事後評価に係る課題として、以下のような点があげられた。  

・公演調査の実施率は低く、地方の公演調査が少ない  

・事後評価に関する評価手法や評価基準が定型化されておらず、助成効果に

ついても詳細な分析や評価が十分になされていない  

 そして、事後評価の役割や事業の実施方法等を踏まえ、ＰＤ及びＰＯの専

門的な知識や経験を生かし、事業に合った事後評価の方法を検討することを

求めた。また、事後評価の方法、評価基準及び事後評価の結果については、

専門委員会における検討を経た上で、運営委員会において決定することとし、

評価基準を作成した場合には、公表することと提言された。  

 

（２）取組の内容 

① 公演調査の充実 

 従前は、専門委員会の委員及び基金部事務職員により公演調査を実施して

いたが、ＰＤ、ＰＯ及び芸術文化活動調査員の配置により、公演調査の質的・

量的な充実を行った。 

まず、量的充実について、以下のとおり公演調査数の増加を図った。  

 

＜公演調査数の推移＞（補助金事業及び基金事業の合計）  

年度  Ｈ２３  Ｈ２４  Ｈ２５  Ｈ２６  

公演調査数  

（※１）  

５５３  ７２５  ９６５  １，１６８  

（※２） 

（※１）同一の公演を２人が調査した場合、２件とカウント。  

（※２）トップレベルの舞台芸術創造事業については、平成２６年度の採択活動のうち、

全ての活動に対して実施。  

 

 公演調査を行うのは、専門委員及び専門調査員並びにＰＤ、ＰＯ及び文化

芸術活動調査員である。平成２５年度以降のトップレベルの舞台芸術創造事

業については、全ての活動に対して事後評価を実施しており、このため、専

門委員及び専門調査員と、ＰＤ、ＰＯ及び文化芸術活動調査員のそれぞれが、

全ての助成対象活動について調査を実施するよう努めている。これは、より

客観性、公正性のある評価を行うためには多面的な視野が重要であり、一つ

の活動に対して、複数の者が調査することが必要であると考えたからである。

また、不採択となった活動の実態把握や、今後応募の可能性のある団体の情
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報収集を行うため、採択活動以外の公演についても必要に応じて公演調査を

実施している。なお、前述の文化芸術活動調査員の配置により、地方の公演

についてもきめ細かな調査が可能となっている。  

 次に、質的充実について、平成２４年度においては、当該年度の活動につ

いて事後評価を導入することを見据え、審査基準を踏まえた公演調査評価基

準を策定して公演調査を実施するとともに、公演調査報告書の様式を改定し

た（本様式については、平成２５年度に実施した事後評価の経験を踏まえて、

平成２６年度にさらに改定を行った）。また、公演調査報告書の精度を高める

ため、分野ごとに記載マニュアルを作成して必要な内容が記載されるように

するとともに、公演調査を実施する専門委員や文化芸術活動調査員に対して、

当該活動の審査時における指摘事項等、調査に資する情報提供を行っている。 

 

② 事後評価の実施 

平成２５年度よりトップレベルの舞台芸術創造事業の助成対象活動を対象

に事後評価を行い、試行錯誤しつつ評価方法を改善している。 

 

＜平成２５年度＞  

 平成２５年度は、平成２４年度のトップレベルの舞台芸術創造事業による

助成対象活動の一部に対して事後評価を実施した。評価の対象及び方法は以

下のとおりである。  

 

（評価の対象及び方法）  

○対象：平成２４年度のトップレベルの舞台芸術創造事業による助成対象活動

であって、年間活動支援型の全て５６活動、公演単位支援型のうち助成

金交付額が一定額以上のもの６０活動  

○評価の方法：   

ア）各専門委員による評価  

・専門委員会の専門委員が、①助成対象活動の終了後に助成対象団体から

提出される実績報告書、②団体の自己評価書、③公演調査を実施したＰ

Ｄ、ＰＯ等又は専門委員会委員等が作成する公演調査報告書をもとに評

価を実施。  

・評価基準は審査した年度の審査基準とし、審査基準の項目ごとに、当該

基準の達成度についてＳ～Ｄの５段階で評価。  

イ）合議による評価  

・上記各専門委員の事前評価を参考に、専門委員会において合議による評

価を行う。  
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・活動ごとに活動の達成度についてＳ～Ｄの５段階で評価するとともに、

団体に伝える評価コメント案をまとめる。  

ウ）運営委員会による審議  

 専門委員会の評価案について、運営委員会において審議し決定する。  

 

上記の事後評価結果を踏まえ、専門委員と各分野のＰＯによるワーキング

グループを組織し、事後評価の課題及び評価方法の見直しについて検討し、

専門委員会及び運営委員会に報告した。本検討内容を踏まえ、平成２６年度

に向けて評価方法の改善を行った。  

 

＜平成２６年度＞  

平成２６年度においては、評価対象を平成２５年度のトップレベルの舞台

芸術創造事業による全助成対象活動（３２２活動）に拡大した。  

評価基準は、引き続き審査した年度の審査基準としたが、前年度の評価で

は、団体に伝える評価コメントが芸術性の批評が中心となってしまった反省

を踏まえ、当該基準を「芸術性・創造性」「運営」「社会性」の大項目に分類

し、当該項目ごとに評価することとした。団体の自己評価書及び公演調査報

告書の様式についても、当該項目に合わせた形に改定した。  

また、専門委員会における合議による評価は、コメントによる定性的な評

価に方法を変更した。  

なお、年間活動支援型の団体の活動については「団体」としての評価も実

施することとした。  

 

（評価の対象及び方法）※下線部は平成２５年度からの変更点  

○対象：平成２５年度のトップレベルの舞台芸術創造事業による全助成対象

活動（３２２活動）   

○評価の方法：   

ア）各専門委員による評価  

・専門委員会の専門委員が、①助成対象活動の終了後に助成対象団体から

提出される実績報告書、②団体の自己評価書、③公演調査を実施したＰ

Ｄ、ＰＯ等又は専門委員会委員等が作成する公演調査報告書をもとに評

価を実施。  

・評価基準は、審査した年度の審査基準と関連付けた「評価の着眼点」を

作成し、「芸術性・創造性」「運営」「社会性」の各項目に即して活動の

達成度についてコメントにより評価。なお、年間活動支援型の活動につ

いては、「年間活動支援型としての評価」も実施。  
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イ）合議による評価  

・上記各専門委員の書面評価を参考に、専門委員会において合議による評

価を行う。  

・「芸術性・創造性」「運営」「社会性」の項目ごとに、評価コメント案を

まとめる。  

ウ）舞台芸術等部会・運営委員会による審議  

専門委員会の評価コメント案について、舞台芸術等部会・運営委員会に

おいて審議し決定する。  

 

 ２度にわたって事後評価を実施した経験を踏まえ、次年度以降に向けて、

舞台芸術等部会において「事後評価の充実に向けて当面取り組むべき措置に

ついて」として１０項目の改善点を整理した。  

 

＜平成２７年度＞  

 平成２７年度は、前述の「当面取り組むべき措置について」を踏まえつつ、

基本的には平成２６年度の実施方法にのっとって評価を実施する予定である。

平成２６年度は各専門委員の評価をもとに専門委員の合議により評価コメン

トをまとめていたが、限られた時間の中で効率的に審議を行う必要があるこ

と、ＰＤＣＡサイクルの中で組織的に団体の活動をフォローアップすること

がＰＤ及びＰＯの役割であること、さらにそれらを踏まえ報告書においても

ＰＤ及びＰＯの職務として事後評価案の作成が位置づけられていることから、

平成２７年度は、まずＰＤ及びＰＯが評価コメントの素案を作成し、当該素

案をもとに専門委員会においてコメント案を審議することとた。  

 

（評価の対象及び方法）※下線部は平成２６年度からの変更点  

○対象：平成２６年度のトップレベルの舞台芸術創造事業による全助成対象

活動（２９８活動）   

○評価の方法：   

ア）評価案の作成  

・ＰＤ及びＰＯが、①助成対象活動の終了後に助成対象団体から提出される

実績報告書、②団体の自己評価書、③公演調査を実施したＰＤ、ＰＯ等又

は専門委員会委員等が作成する公演調査報告書をもとに「芸術性・創造性」

「運営」「社会性」の項目ごとに、活動の達成状況について評価コメント

の素案を作成。  

・評価基準は平成２６年度に作成した「評価の着眼点」を改訂した「事後評

価の評価基準」を作成した。  
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イ）専門委員会の合議による評価  

・上記評価コメントの素案をもとに専門委員会において審議し、専門委員会

として評価コメント案をまとめる。  

ウ）舞台芸術等部会・運営委員会による審議  

 専門委員会の評価コメント案について、舞台芸術等部会・運営委員会にお

いて審議し決定する。  

 

今後も事後評価の方法について、改善を加えていく予定である。  

 

③事後評価結果の伝達 

 上記事後評価結果については、ＰＤ及びＰＯから団体に個別に伝達し、事

後評価の意義や目的を説明するとともに、事後評価結果が今後の団体の活動

の改善に生かされるよう、助言や意見交換を行っている。  

 

（３）取組の効果 

 ＰＤ、ＰＯ及び芸術文化活動調査員の配置により、公演調査の実施率が格

段に向上した。また、事後評価を前提とした公演調査の方法の改善により、

公演調査の質についても充実が図られつつある。これらにより、助成対象団

体や助成対象活動についてきめ細かな把握が可能となった。  

 事後評価については、この仕組みの導入により、助成された活動の状況や

助成の効果を把握すること、団体の活動や運営についての課題を明確にし、

改善を促すことが可能となった。また、事後評価結果の伝達とともに、団体

の活動に対する助言や意見交換を行うことは、団体との信頼関係を育み、団

体のモチベーションを上げ、公的助成に対する理解を深めるための重要な機

会となっている。  

 事後評価の際の議論を次期の審査基準の策定や審査基準の概念整理に活か

す流れができ、助成事業のＰＤＣＡサイクルの確立に向けた枠組みの整備に

つながっている。  

 しかし、枠組みの整備とは別に、評価の質などについてはまだ課題があり、

評価の精度を上げていく必要がある。  
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２－４．助成事業の改善（Ａｃｔｉｏｎ）に対する取組  

 

（１） 報告書の記述 

報告書では、振興会の助成事業に係る審査の在り方に係る課題として、公

演調査報告書や実績報告書の内容が次年度の審査に十分に活用されていない

ことが指摘された。そして、以下のような取組が必要であると提言された。  

・事後評価結果を踏まえた審査の実施  

・助成事業の課題の検証  

・助成の状況、事後評価結果を踏まえ事業に係る基本的な方向性や審査基準

を見直し  

・振興会が実施する事業の改善への活用  

 

（２） 取組内容 

① 事後評価を踏まえた審査の実施 

 平成２７年度の助成対象活動の採択の審査では、平成２５年度の助成対象

活動の事後評価結果について、必要に応じてＰＤ及びＰＯから情報提供を行

った。しかし、事後評価結果を審査のプロセスとして活用する仕組みについ

ては今後の検討課題である。 

 

② 助成事業の課題の検証 

 事後評価の実施を通じ、トップレベルの舞台芸術創造事業の事業自体の課

題も少しずつ見えてきたところであり、基本的な枠組みを決定する文化庁に

対し、課題となる点を報告するなど事業の改善に資する情報提供を行ってい

る。 

 

③ 審査基準等の見直し 

助成の状況や事後評価結果を踏まえ、毎年度、審査基準の見直しを行って

いる。特に、平成２７年度においては、２－１（２）③で述べたとおり、従

来の審査基準を体系化して整理するとともに、審査基準に当てはまる具体的

な活動例や判断の際の留意点等について分野ごとに整理するなどの見直しを

図っている。  

 

④ 助成事業の改善 

２－１（２）②で述べたように、平成２４年度以降においては、各分野の

ＰＯからなるワーキンググループを設置して、応募要件や申請様式について

改善を重ねている。   
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上記②で述べたとおり、文化庁からの補助金で実施するトップレベルの舞

台芸術創造事業については、基本的な枠組みを決定する文化庁に対し、課題

となる点を報告するなど事業の改善に資する情報提供を行っている。  

  

（３） 取組の効果 

 ＰＤ及びＰＯの配置により、分野ごとの特性を踏まえた専門的な視点から、

助成事業の内容や実施方法について改善することが可能となった。このこと

により、ＰＤＣＡサイクルを意識した助成の実施体制が構築されつつある。  
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３． 審査の透明性の確保・文化芸術団体の活動の発展に資する取組  

 

（１） 報告書の記述 

 報告書では、振興会の助成事業に係る審査の在り方に係る課題として、募

集時に審査基準が明らかにされておらず、どのような基準で審査しているの

か不明瞭であるとし、募集時に審査基準の公表を行うことが必要であるとし

た。  

また、不採択理由を公表していないため、不採択団体は改善すべき点が明

確でなく、次回以降の応募に当たって参考とすることが困難であることを指

摘し、以下のような取組が必要であると提言した。  

・採択理由・期待される効果の公表  

・不採択理由の公表  

・事後評価結果の公表  

 

（２） 取組の内容 

① 審査基準の公表等 

分野における助成事業の実績や課題等について調査・分析し、ＰＤ及びＰ

Ｏが中心となり、毎年度、各事業における「審査基準案」を作成している。

当該審査基準案については、専門委員会の審議を経て、運営委員会において

決定されたのち、募集に合わせてＨＰ等において公表している。  

なお、日本版アーツカウンシル試行的取組の主な実施分野ではないが、平

成２６年度に美術分野についても公表を行い、平成２７年度には映画及び地

域文化の分野も含め、全ての審査基準を募集にあわせて公表する予定である。 

 

②  相談窓口の開設及び相談会の開催 

文化芸術団体等が助成に応募、活動を実施するにあたり、ＰＤ及びＰＯの

アドバイスを受けることができるよう、ＨＰにおいてＰＤ及びＰＯの連絡先

を記した相談窓口を開設している。また、不採択理由についての問い合わせ

等についても対応している。  

従来、助成に関心のある団体を集めて助成事業に関する「説明会」を開催

していたが、平成２６年度からは、助成事業の内容に関する動画を作成して

ＨＰに掲載し、基本的な事項は本動画により解説することとし、具体的な要

望書の作成方法や提出資料の内容など、団体の個別の関心事項に対応するた

めの「相談会」を全国の複数の会場で開催している。開催地の選定にあたっ

ては、地域の文化活動を行う団体のニーズも考慮するため、都道府県にアン

ケート調査を行い、希望の高い地域を優先している。  
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③ 助成対象活動の審査結果の伝達等 

助成に関する審査の終了後、ＰＤ及びＰＯが、採択理由、活動により期待

される効果や審査における指摘事項について整理を行い、助成対象団体との

意見交換の際に伝達している。  

 

④ 助成対象団体への助言 

助成対象団体（トップレベルの舞台芸術創造事業については全団体、芸術

文化振興基金事業については分野により一部の団体）との意見交換を実施し、

審査過程における指摘事項の伝達、事後評価の結果等の伝達を行い、それら

を踏まえた団体の活動に対する助言や意見交換を行っている。  

 

＜意見交換実施件数＞  

年度  Ｈ２３  Ｈ２４  Ｈ２５  Ｈ２６  

意見交換実施団体数  ０ ８１  ９６  １５８  

 

⑤ 日本版アーツカウンシルの試行的取組についての広報 

平成２６年度に助成対象団体との意見交換を行った際、第３次基本方針の

内容に関する話題を取り上げたところ、それに対する認識が薄い団体が多く

見られたため、同年度末、文化芸術への公的支援に関する捉え方が転換され

たことや日本版アーツカウンシルの試行的取組の趣旨等について改めて文化

芸術団体に理解してもらうため、リーフレットの作成、配布を行った。また、

日本版アーツカウンシルの取組に関するウェブページを作成し、取組内容や、

調査研究の結果等について公表している。  

なお、「Ⅳ．課題の整理」で後述するとおり、採択理由・期待される効果、

不採択理由及び事後評価結果の公表の方策については検討中である。  

 

（３）取組による効果 

 審査基準を事前に公表することにより、応募しようとする団体に対して審

査の透明性の確保が図られた。平成２７年度の助成に応募した団体に対する

アンケート調査でも、８１％の団体が「審査基準を意識して助成金交付要望

書を作成している」と回答している。  

 助成対象団体との意見交換を実施することにより、団体の活動や運営の改

善に関する助言が可能となるとともに、団体の活動の実情に関する情報が把

握できるようになったため、これを蓄積し助成事業の改善・充実に役立てた

い。  
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相談窓口の開設については、必ずしも活発に活用されているとは言えない

が、不採択理由を問い合わせるための窓口のひとつとなっているほか、新た

な団体が助成金への応募を検討しようとする場合の相談窓口としても重要で

あるため、引き続き助成事業に関する広報の充実を図りながら相談体制を整

えていきたい。  
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４．調査研究の充実  

 

（１） 報告書の記述 

 報告書では、助成対象分野の動向や、文化芸術団体の公演実績、受賞歴、

財務状況等のデータの蓄積、分析が不十分であるとの課題が示された。そし

て、これらの課題に対応するため、以下の取組の必要性が示された。  

・文化芸術団体に関する情報、助成対象分野に関する我が国及び諸外国の動

向についての情報を収集・分析  

・鑑賞行動の動向を把握  

・公演調査、助成団体との意見交換の実施  

・収集した情報、データのデータベース化  

 

（２）取組の内容 

 助成事業をより効果的なものとすることを目的として、ＰＤ・ＰＯ及び研

究員を中心に、調査研究を実施している。調査研究結果については可能なも

のから振興会のＨＰ上で公開している。 

 

① 主な調査研究事例 

○芸術文化活動に対する助成制度に関する調査分析事業（文化庁委託事業）

（平成２４年度） 

 平成２４年度、文化庁の委託事業として「芸術文化活動に対する助成制度

に関する調査分析事業」を実施した。本事業では、我が国の文化芸術活動へ

の助成の全体像を把握し、助成の偏りについて分析するとともに、文化芸術

活動への助成に係る諸外国の状況について調査した。  

平成２５年度においては、振興会の独自の事業として、前年度に実施した

委託事業の調査結果を材料として、必要な追加調査を実施するとともに、調

査結果をわかりやすく可視化する作業を行った。  

 

○舞台芸術分野への公的助成の普及状況の分析（平成２６年度～） 

 上記調査を発展させ、助成事業の枠組みの改善の検討につなげるため、文

化庁及び振興会の舞台芸術分野への助成事業について、支援の重複の状況、

支援の行き届いていない地域、各事業の傾向や役割を明確化し、公演単位で

マッピングを行い、その普及状況を視覚化する作業を行っている。  

 

○「『トップレベルの舞台芸術創造事業』において各芸術団体がもつ助成に対

する意識に関する調査」（平成２６年度）  
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 文化芸術団体の持つ公的助成に対する意識を把握することを目的とし、ト

ップレベルの舞台芸術創造事業について、平成２５年度の助成対象活動の実

績報告書の記述を分析し、芸術団体がもつ公的助成に対する意識について調

査分析を行った。（調査結果は巻末参考資料に掲載）  

 

○文化芸術団体の基礎データの分析（平成２６年度～）  

 審査及び団体への助言のための資料として活用することを目的として、要

望書、交付申請書、実績報告書における所定の項目のデータ入力を行い、同

一団体における経年変化、分野内での類型化による団体の比較等、様々な観

点から数値分析を行っている。  

  

○鑑賞行動と公的助成に関する調査（平成２７年度～）  

 公的助成を行った公演の鑑賞者の動向を把握し、公的助成と鑑賞者の伸長

度との関係を分析することにより、助成金の有効性や必要性を明らかにする

ことを目的として調査を行っている。また、鑑賞者の増加や育成について適

切な助言を実施するための資料として活用することも目指している。具体的

には、トップレベルの舞台芸術創造事業及び芸術文化振興基金事業について、

実績報告書から、鑑賞者や入場料収入等の推移を整理している。また、採択

団体が鑑賞者に対して実施するアンケートに所定の項目の追加とその結果の

集計を依頼し、鑑賞頻度や新規鑑賞者の状況等を調査している。（調査結果の

概要は巻末参考資料に掲載）  

 

○文化芸術団体に対する聞き取り調査（平成２６年度～）  

 分野の中で特定のジャンルに応募が偏っている状況が見られるため、その

背景、原因を探るため、ＰＤ及びＰＯが中心となって応募の少ないジャンル

の団体に聞き取り調査を行う。  

 

 その他、分野ごとの必要性に応じた各種の調査研究を実施している。  

 

② 公演調査及び助成団体との意見交換の実施 

 前述のとおり、公演調査及び助成団体に対する意見交換を行い、情報収集

を行っている。  

 

③  その他 

 助成を行った団体の公演活動に関する評論等について新聞、専門誌等によ

る情報収集を実施している。  



29 

 

 今後は、収集した情報のデータベース化についても、必要に応じて取り組

んでいく予定である。  

 

（３）取組の効果 

 ＰＤ及びＰＯの配置により、公演調査の実施件数が増加するとともに、専

門的な観点から助成対象団体と意見交換することが可能となり、情報収集が

進んでいる。  

また、ＰＤ、ＰＯ及び研究員による専門的な観点からの調査研究や分析が

可能となった。  

上記により、助成に関するデータの整理及び蓄積が進みつつあり、今後、

助成制度の充実・改善の検討にも活用可能であると考えられる。文化庁から

の求めに応じ、助成制度の改善について検討する際の参考データとして提供

することも行っている。  

なお、特に「『トップレベルの舞台芸術創造事業』において各芸術団体がも

つ助成に対する意識に関する調査」の結果については、自治体関係者や公立

文化施設関係者等から、今後の事業の実施にあたり参考になるとの反応があ

ったところである。  

また、「鑑賞行動と公的助成に関する調査」においては、トップレベルの舞

台芸術創造事業について、平成２３年度の事業開始以降、全体として助成対

象活動に係る公演回数、鑑賞者数等の拡大や、外部資金の増加の傾向が見ら

れており、赤字補填の仕組みを変更したことにより、事業の成果が上がって

いるのではないかとみられる結果が表れている。  
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Ⅳ．課題の整理  

 

 振興会におけるこれまでの助成関係業務の内容を検証し、今後解決すべき

課題を以下のとおり整理する。 

 

（１）事後評価の改善等 

①事後評価の改善 

 助成対象活動の事後評価については、平成２５年度より試行錯誤を重ねて

きたところであるが、評価の方法、評価結果の助成対象団体への伝達方法及

び文化芸術団体の活動の改善につなげるための方法等についてまだ改善すべ

き点が多く残されている。引き続き改善を重ね、公的助成事業としてふさわ

しい評価の在り方とその活用方法を検討し、文化芸術活動への助成に係るＰ

ＤＣＡサイクルを確立する必要がある。なお、事後評価の質を上げるために

は、評価の基となる公演調査報告書の記述の精度を高めなければならない。

具体的には、各調査者が事後評価の評価基準に対応させながら、評価の根拠

となる客観的事実を明示しつつ記述するよう、改善を図っていきたい。  

 その際、第３次基本方針において文化芸術活動に対する公的支援の考え方

が「社会的必要性に基づく戦略的投資」として捉え直され、第４次基本方針

においても踏襲されたことを踏まえると、とかく芸術性・創造性の高低に対

する評価に偏りがちな傾向を改め、税金を投入して助成するにあたり、社会

的必要性の観点から期待された点が実現されたかについても意識しなければ

ならない。そのためには、まず文化芸術団体自身が、要望書の段階で、社会

からの期待にどのように応えようとしているのかをより明らかにする必要が

ある。これは、文化芸術団体の主体的な企画意図を尊重した審査・評価等の

ために重要（団体の企画意図を無視した評価は行われるべきではない）であ

り、ＰＤＣＡサイクルの確立のためにも、文化芸術団体の積極的な意識改革

に向けてＰＤ及びＰＯによる助言を続けていきたい。  

 あわせて、事後評価は、文化芸術団体の活動の改善や助成事業の審査への

活用のために実施されるのみならず、国の文化芸術政策のＰＤＣＡサイクル

を十分に機能させ、補助金等による助成という政策自体の検証にもつなげる

ものであることについて、文化芸術団体に丁寧に説明する必要がある。  

 

②採択及び不採択の理由並びに期待される効果の公表の在り方 

 報告書において必要性が示された、採択及び不採択の理由や期待される効

果の公表の在り方についても上記と同様であり、振興会が文化芸術団体に対

して「戦略的投資」を行ったのであれば、振興会自身が採択の効果について



31 

 

潜在的な負担者（国民全体）に対して説明する責任を負うため、評価の結果

は国民に対して公表することが求められる。そのための具体的施策について、

今後方策を検討する必要がある。 

 

（２）広報の充実 

①日本版アーツカウンシルの取組について 

平成２６年度に振興会の助成事業に応募した団体に実施したアンケート結

果では、回答者の３０％がＰＤ及びＰＯの配置について知らないと回答する

など、必ずしも試行的取組が文化芸術団体に周知されていない状況が見られ

る（ただし、回答者には、地域文化や映画等のＰＤ及びＰＯが配置されてい

ない分野の団体を含む。）。引き続き、日本版アーツカウンシルの取組につい

て、その趣旨や内容を周知していくことが必要である。  

 

②公的支援の考え方について 

前述の「『トップレベルの舞台芸術創造事業』において各芸術団体がもつ助

成に対する意識に関する調査」では、第３次基本方針以降、公的支援の考え

方が「社会的費用」から「戦略的投資」と捉え直されたこと等が必ずしも文

化芸術団体に十分に認識されていない可能性が示された。文化芸術団体との

意見交換を通じて、上記の公的助成に対する考え方及びそれによって求めら

れる活動の波及効果について、周知徹底を行っていく必要がある。なお、当

該「戦略的投資」としての期待に応えていると評価される公演活動の事例が

文化芸術団体に対して提示できれば、好ましい競争が活性化することも期待

できるため、そのような検討も必要である。  

 

③各助成金の趣旨について 

 助成制度そのものや各助成金の趣旨についても、より一層の広報活動に努

めるべきである。そのことを通じ、幅広く、かつ数多くの応募がなされるこ

とによって、競争的環境の下でより優れた文化芸術活動が広まることが期待

できる。 

 特に、トップレベルの舞台芸術創造事業については、第３次基本方針にお

いて「文化芸術団体の創造性の発揮や継続的な発展に資するよう、事業収支

が支援額に影響しない仕組みなど、より経営努力のインセンティブが働くよ

うな助成方法や年間の創造活動への総合的な支援等の新たな支援の仕組みを

導入する」という方向性が示されて予算化されたものである。しかし、文化

芸術団体の中には、「基金による助成より助成額が大きい」「黒字が出ても助

成金の返還が必要ない」といった形式面しか受け止めておらず、芸術文化振
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興基金事業との目的の違いを意識していない団体も見られる。助成制度の趣

旨が文化芸術団体に正しく理解され、公的助成という「戦略的投資」として

の期待に応えようとする意識を高めるためにも、制度の趣旨に関する広報の

充実を図る必要がある。 

 

（３）ＰＤ及びＰＯ等の体制・役割 

①ＰＤ及びＰＯ等の体制 

 ＰＤ及びＰＯ等の適正な体制については日本版アーツカウンシルの業務の

範囲がどのように定められるかによるが、助成に係る新たな審査・評価等の

仕組みの改善・充実のためには、ＰＤ及びＰＯに期待される役割は質・量と

もにますます大きくなると考えられる。業務の精度の向上や人材の育成及び

確保の観点から、必要に応じて勤務形態の見直しや人数の拡大を図っていく

ことが重要である。  

 その際、優秀な人材を安定的に確保できる仕組み（処遇の充実、流動性の

ある人事システムの構築、魅力あるキャリアパスの提示など）と受け入れた

人材の能力をさらに向上させる仕組みが必要である。特に常勤職員として配

置する場合には、ＰＤ及びＰＯとしての経験が文化芸術分野におけるキャリ

アパスとして位置づけられることが特に重要となる。また、常勤職員として

配置する場合には、人材の流動性及び助成事業の透明性の確保並びに人材育

成の観点から、任期付きとすることが適当であると考えられる。  

 また、文化芸術活動への公的支援に関する捉え方の転換を踏まえると、今

後、ＰＤ及びＰＯには、分野の枠を超えて助成の効果を検証しうるような視

点も重要になる。分野ごとのＰＤ及びＰＯには、文化芸術団体を支援すると

ともに上記の視点から啓発できるような資質が一層求められる。なお、この

ような観点からは、ＰＤ及びＰＯとは別に、公的支援の観点から、分野横断

的に団体等を指導することが可能な人材を配置することも考えられる。  

 また、新たな審査・評価等の取組の充実に伴い、ＰＤ及びＰＯとともに当

該業務に関わる事務職員の業務量が増加することについても配慮が必要であ

る。  

体制整備については、上記の点を勘案しつつ、実態に応じて段階的に進め

ていくことが必要である。  

 

②ＰＤ及びＰＯに求められる資質・能力 

ＰＤ及びＰＯは当該分野における実情に詳しい専門家であるが、そのよう

な人材を日本版アーツカウンシルの試行的取組の中で位置付けたのは、公的

助成という行政機能の中に芸術分野の専門性を取り入れるためである。この
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ことを踏まえると、ＰＤ及びＰＯは、報告書で示された資質・能力等に加え、

文化芸術団体に対しては「当該分野の利益代表者」ではなく、助成制度をめ

ぐる問題点を改め、多様な文化芸術活動が社会全体の中で支援され、さらに

活性化するための「より厳しく温かい御意見番」として機能するとともに、

振興会内部においても公正で透明性の高い審査・評価のための情報源として

機能する資質や能力を備えている必要がある。 

プログラムディレクター及びプログラムオフィサーという職名については、

他の団体でも用いられているが、活動の内容や性質はそれぞれ異なっている。

この点で、呼称からＰＤ及びＰＯの役割や職務内容に対する誤解を招くよう

なことがある場合には、振興会独自の職名を検討することも考えられる。  

 

（４）様々な段階でのＰＤＣＡサイクルの必要性 

①国の文化芸術政策におけるＰＤＣＡサイクル 

 トップレベルの舞台芸術創造事業については、文化庁が事業趣旨や基本的

な枠組みを定め、振興会はそれを踏まえて文化庁からの補助金により助成事

業を実施する仕組みとなっているが、事後評価等の取組により、当該事業の

持つ課題についても見えてきたところである。このため、振興会における事

後評価の結果を、補助金による助成という政策自体の検証に活かし、国の文

化芸術政策のＰＤＣＡサイクルの実施につなげることが望まれる。なお、上

記の検証を有効に行うためにも、まず、補助金による助成事業の目的が一層

明確化され、それに従って検証に必要な情報やデータの在り方についても整

理していく必要がある。  

 

②文化芸術団体の活動におけるＰＤＣＡサイクル 

 文化芸術活動への助成に係る新たな審査・評価等の仕組みの試行的取組の

目的は、第３次基本方針を踏まえ、文化芸術活動への助成に係る計画、実行、

検証、改善（ＰＤＣＡ）サイクルを確立することであるが、その効果が鑑賞

者や地域社会に還元されることが重要である。このため、文化芸術活動への

助成に係るＰＤＣＡサイクルの確立に加え、文化芸術団体が自らの文化芸術

活動についてのＰＤＣＡサイクルを確立することを支援する視点が重要であ

ると考える。  

 事後評価を実施するにあたっては、文化芸術団体の活動に係る計画、実行、

検証、改善の促進につながるよう、評価方法、伝達方法、審査での活用方法

を検討する必要があると考える。  
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（５）環境整備 

第４次基本方針を受け、日本版アーツカウンシルの業務が振興会の本来業

務として位置づけられるのであれば、当該業務がスムーズに実施できるよう

な制度的・財政的な環境整備がなされることが必要である。  
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１．文化芸術の振興に関する基本的な方針における記述 

 

（１）文化芸術の振興に関する基本的な方針（第３次基本方針）（抄） 

（平成２３年２月８日閣議決定） 

 

第１ 文化芸術振興の基本理念 

２．文化芸術振興に当たっての基本的視点 

（２）基本的視点 

①成熟社会における成長の源泉 

高度経済成長を経た我が国は，バブル崩壊後の長引く経済的低迷の中で人口減少期を迎えており，今や

成熟社会として歩み始めつつある。もとより資源の少ない我が国においては人材が重要な資源であり，「ハ

ード」の整備から「ソフト」と「ヒューマン」への支援に重点を移すとともに，国民生活の質的向上を追

求するためにも，人々の活力や創造力の源泉である文化芸術の振興が求められる。 

文化芸術は，その性質上，市場のみでは資金調達が困難な分野も多く存在し，多様な文化芸術の発展を

促すためには公的支援を必要とする。同時に，文化芸術は，国家への威信付与，周辺ビジネスへの波及効

果，将来世代のために継承すべき価値，コミュニティへの教育価値といった社会的便益（外部性）を有す

る公共財である。 

また，文化芸術は，子ども・若者や，高齢者，障害者，失業者，在留外国人等にも社会参加の機会をひ

らく社会的基盤となり得るものであり，昨今，そのような社会包摂の機能も注目されつつある。 

このような認識の下，従来，社会的費用として捉える向きもあった文化芸術への公的支援に関する考え

方を転換し，社会的必要性に基づく戦略的な投資と捉え直す。 

そして，成熟社会における新たな成長分野として潜在力を喚起するとともに，社会関係資本の増大を図

る観点から，公共政策としての位置付けを明確化する。 

文化芸術は，過去から未来へと受け継がれる国民共有の財産であり，その継承と変化の中で新たな価値

が見出されていくものである。公共政策として文化芸術振興を図る際には，こうした文化芸術の特質を踏

まえ，短期的な経済的効率性を一律に求めるのではなく，長期的かつ継続的な視点に立って施策を講ずる

必要がある。 

 

第２ 文化芸術振興に関する重点施策 

 「第 1 文化芸術振興の基本理念」の下、重点的に取り組むべき施策の方向性（重点戦略）については、

以下のとおりとする。 

 

１．六つの重点戦略～「文化芸術立国」の実現を目指して～ 

 諸外国の状況も勘案しつつ、文化芸術活動を支える環境を充実させ、国家戦略として新たな「文化芸術

立国」を実現するため、以下の六つの重点戦略を強力に進める。 

 

重点戦略１：文化芸術活動に対する効果的な支援 

 文化芸術活動に対する支援の在り方について、実質的に赤字の一部を補塡する仕組みとなっているため、

自己収入の増加等のインセンティブが働かないとの問題、審査・評価体制の不十分さといった助成面の課

題や、鑑賞機会等の地域間格差、地方公共団体における文化芸術予算の削減等の現状、さらには「新しい

公共」等近時の動向を踏まえ、これを抜本的に改善し、より適切かつ効果的な支援を図る。具体的には、

文化芸術団体への助成方法を見直し、文化芸術活動への支援に係る計画、実行、検証、改善（PDCA）サ

イクルを確立することによって国としての支援策を有効に機能させるほか、民間や個人による支援と文化

芸術各分野における「新しい公共」の活動を促進する。また、国・地方において核となる文化芸術拠点を
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充実する。 

 これらの取組によって、我が国の文化芸術水準の向上を図り、その成果を広く国民が享受できる環境を

整備する。 

 

【重点的に取り組むべき施策】 

 
◆ 文化芸術への支援策をより有効に機能させるため、独立行政法人日本芸術文化振興会に 

 おける専門家による審査、事後評価、調査研究等の機能を大幅に強化し、諸外国のアーツ 

 カウンシルに相当する新たな仕組みを導入する。このため、早急に必要な調査研究を行う 

 とともに、可能なところから試行的な取組を実施する。 

 

 

第３ 文化芸術振興に関する基本的施策 

 基本法の第３章に掲げる「文化芸術の振興に関する基本的施策」について、「第１文化芸術振興の基本

理念」の下、国は、以下の施策を講ずる。 

 

１．文化芸術各分野の振興 

 文化芸術振興に関する施策を講ずるに当たっては、基本法に例示されている文化芸術の分野のみならず、

例示されていない分野についてもその対象とし、基本法における例示の有無により、その取扱いに差異を

設けることなく取り組む。 

(１)芸術の振興 

 多様で豊かな芸術を生み出す源泉である芸術家や文化芸術団体等の自由な発想に基づく創造 活動が活

発に行われるようにするため、支援の在り方の抜本的見直しや新たな審査・評価等の 仕組みの導入など、

より効果的で戦略的な視点を加えながら次の施策を講ずる。 

○ 文化芸術への支援策をより有効に機能させるため、独立行政法人日本芸術文化振興会における専門家

による審査、事後評価、調査研究等の機能を大幅に強化し、諸外国のアーツカウンシルに相当する新た

な仕組みを導入する。このため、早急に必要な調査研究を行うとともに、可能なところから試行的な取

組を実施し、文化芸術活動の計画、実行、検証、改善（ＰＤＣＡ）サイクルを確立する。 

 

 

（２）芸術の振興に関する基本的な方針（第４次基本方針）（抄） 

（平成２７年５月２２日閣議決定） 

 

第１ 社会を挙げての文化芸術振興 

２．文化芸術振興の基本理念等 

（３）基本的視点 

  [公共財・社会的包摂の機能・公的支援の必要性] 

 文化芸術は、成熟社会における成長の源泉、国家への威信付与、地域への愛着の深化、周辺ビジネス

への波及効果、将来世代のために継承すべき価値といった社会的便益（外部性）を有する公共財である。 

 また、文化芸術は、子供・若者や、高齢者、障害者、在留外国人等にも社会参加の機会をひらく社会

包摂の機能を有している。 

 このような認識の下、従来、社会的費用として捉える向きもあった文化芸術への公的支援に関する考

え方を転換し、社会的必要性に基づく戦略的な投資と捉え直す。 

 文化芸術は、その性質上、市場のみでは資金調達が困難な分野も多く存在し、多様な文化芸術の発展

を促すためには公的支援を必要とする。 
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 このため、厳しい財政事情にも照らして支援の重点化等により文化芸術活動を支える環境づくりを進

める必要がある。 

  

第２ 文化芸術振興に関する重点施策 

「第１ 社会を挙げての文化芸術振興」の下、重点的に取り組むべき施策の方向性（重点戦略）につい

ては、以下のとおりとする。 

 

１．五つの重点戦略 

 諸外国の状況も勘案しつつ、文化芸術活動を支える環境を充実させ、国家戦略として「文化芸術立国」

を実現するため、以下の五つの重点戦略を強力に進める。 

 

重点戦略１：文化芸術活動に対する効果的な支援 

 我が国の文化芸術水準の向上を図り、その成果を広く国民が享受できる環境を整備する。 

 

 

【重点的に取り組むべき施策】 

 

◆ 文化芸術の支援策をより有効に機能させるための日本版アーツカウンシルの本格的導入につい

て、現在、独立行政法人日本芸術文化振興会において実施されている試行的な取組の結果を踏まえ

必要な措置を講ずる。 

  

 

第３ 文化芸術振興に関する基本的施策 

 基本法の第３章に掲げる「文化芸術の振興に関する基本的施策」について、「第１ 文化芸術振興の基

本理念」の下、国は、以下の施策を講ずる。 

 

１．文化芸術各分野の振興 

文化芸術振興に関する施策を講ずるに当たっては、基本法に例示されている文化芸術の分野のみならず、

例示されていない分野についてもその対象とし、基本法における例示の有無により、その取扱いに差異を

設けることなく取り組む。 

   

（１）芸術の振興 

 多様で豊かな芸術を生み出す源泉である芸術家や文化芸術団体等の自由な発想に基づく創造活動が活

発に行われるようにするため、支援の在り方の見直しや新たな審査・評価等の仕組みの導入など、より

効果的で戦略的な視点を加えながら次の施策を講ずる。 

○ 文化芸術への支援策をより有効に機能させるための日本版アーツカウンシル（専門家による助言、

審査、事後評価、調査研究等の機能）の本格導入について、現在、独立行政法人日本芸術文化振興会

において実施されている試行的な取組の結果を踏まえ必要な措置を講ずる。 

 

 

 

3



 

２．日本版アーツカウンシルの試行的導入に係る予算措置 

   

 

   事項名：日本版アーツカウンシルの試行的導入（平成２３年度～平成２７年度） 

 

○平成２３年度予算額： ５３百万円 

 

    ○平成２４年度予算額： ８６百万円 

 

○平成２５年度予算額：１４２百万円 

     

    ○平成２６年度予算額：１４２百万円 

 

    ○平成２７年度予算額：１３２百万円 
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３．ＰＤＰＯ名簿 

（平成２７年４月１日現在） 

 

○プログラムディレクター   

 

（音楽分野）   前  和男  公益社団法人日本オーケストラ連盟監事 

（舞踊分野）   中川 俊宏  武蔵野音楽大学教授・同大学音楽環境運営学科長 

（演劇分野）   酒井 誠   演劇制作アドバイザー 

（伝統芸能・大衆芸能分野） 星野 紘   独立行政法人国立文化財機構東京国立文化財研究所 

名誉研究員 

 

 

○プログラムオフィサー 

 

（音楽分野）    

石田 麻子    昭和音楽大学オペラ研究所教授 

岸田 生郎    昭和音楽大学教授 

榑松 三郎    元東京藝術大学客員教授 

山下 芳彦    公益財団法人東京交響楽団評議員、 

NPO 法人青梅の青少年を育てる会副理事長 

 

（舞踊分野）    

池田 恵巳    一般社団法人現代舞踊協会研究部書記、なかの洋舞連盟事務局長 

 稲田 奈緒美   舞踊評論家 

 桜井 多佳子   舞踊評論家 

 

（演劇分野）    

新井 浩介    演技集団朗主宰、日本児童・青少年演劇劇団協同組合理事 

 井上  桂    水戸芸術館演劇部門コーディネーター 

 大島 秀夫    元株式会社銀河劇場代表取締役 

 柴田 英杞    公益社団法人全国公立文化施設協会事務局参与・アドバイザー、 

出雲市芸術文化振興アドバイザー 

 中山 夏織    NPO 法人シアタープランニングネットワーク代表、 

公益社団法人国際演劇協会理事、プロデューサー・翻訳 

 和田 喜夫    一般社団法人日本演出者協会理事長 

 

（伝統芸能・大衆芸能分野） 

 太田  博    ジャーナリスト 

 金子 直樹    評論家 

 齊藤 裕嗣    独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所無形文化遺産部 

客員研究員 

 

 
※音楽分野の前和男プログラムディレクターは平成２７年７月３０日に逝去 
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４．関係法令 

 

 

○独立行政法人日本芸術文化振興会法（抄）（平成１４年法律第１６３号） 

 

 （振興会の目的） 

第三条 独立行政法人日本芸術文化振興会（以下「振興会」という。）は、芸術家及び芸術に関する団体

が行う芸術の創造又は普及を図るための活動その他の文化の振興又は普及を図るための活動に対する援

助を行い、あわせて、我が国古来の伝統的な芸能（第十四条第一項において「伝統芸能」という。）の

公開、伝承者の養成、調査研究等を行い、その保存及び振興を図るとともに、我が国における現代の舞

台芸術（同項において「現代舞台芸術」という。）の公演、実演家等の研修、調査研究等を行い、その

振興及び普及を図り、もって芸術その他の文化の向上に寄与することを目的とする。 

 

 （業務の範囲） 

第十四条 振興会は、第三条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

 一 次に掲げる活動に対し資金の支給その他必要な援助を行うこと。 

  イ 芸術家及び芸術に関する団体が行う芸術の創造又は普及を図るための公演、展示等の活動 

  ロ 文化施設において行う公演、展示等の活動又は文化財を保存し、若しくは活用する活動で地域の

文化の振興を目的とするもの 

  ハ イ及びロに掲げるもののほか、文化に関する団体が行う公演及び展示、文化財である工芸技術の

伝承者の養成、文化財の保存のための伝統的な技術又は技能の伝承者の養成その他の文化の振興又

は普及を図るための活動 

 二～五 （略） 

 六 前各号の業務に附帯する業務 

２ （略） 

 

（芸術文化振興基金）  

第十六条 振興会は、第十四条第一項第一号の業務及びこれに附帯する業務（以下この条において「助成

業務」という。）に必要な経費の財源をその運用によって得るために芸術文化振興基金（以下「基金」

という。）を設け、附則第二条第十項の規定により政府から出資があったものとされた金額及び同条第

十一項の規定により政府以外の者から出えんがあったものとされた金額並びに第五条第二項後段の規定

により政府が示した金額及び基金に充てることを条件として政府以外の者から出えんされた金額の合計

額に相当する金額をもってこれに充てるものとする。  

２ 通則法第四十七条及び第六十七条（第七号に係る部分に限る。）の規定は、基金の運用について準用

する。この場合において、通則法第四十七条第三号中「金銭信託」とあるのは、「金銭信託で元本補て

んの契約があるもの」と読み替えるものとする。 

 

（補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律の準用） 

第十七条 補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和三十年法律第百七十九号）の規定（罰

則を含む。）は、第十四条第一項第一号の規定により振興会が支給する資金について準用する。この場

合において、同法（第二条第七項を除く。）中「各省各庁」とあるのは「独立行政法人日本芸術文化振

興会」と、「各省各庁の長」とあるのは「独立行政法人日本芸術文化振興会の理事長」と、同法第二条

第一項（第二号を除く。）及び第四項、第七条第二項、第十九条第一項及び第二項、第二十四条並びに

第三十三条中「国」とあるのは「独立行政法人日本芸術文化振興会」と、同法第十四条中「国の会計年

度」とあるのは「独立行政法人日本芸術文化振興会の事業年度」と読み替えるものとする。 
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○独立行政法人日本芸術文化振興会業務方法書（抄）（平成１５年１０月１日文部科学大臣認可） 

                                   

（助成金の交付） 

第三条 振興会は、芸術その他の文化の振興又は普及を図るための次の活動に対し、助成金を交付する。 

一 芸術家及び芸術に関する団体が行う芸術の創造又は普及を図るための活動で次に掲げるもの 

イ 現代舞台芸術の公演、伝統芸能の公開その他の活動 

ロ 美術の展示、映像芸術の創造その他の活動 

ハ 異なる芸術の分野の芸術家又は芸術に関する団体が共同して行う活動、特定の芸術の分野に分類

することが困難な活動その他の上記イ及びロ以外の活動 

二 地域の文化の振興を目的として行う活動で次に掲げるもの 

イ 文化会館、美術館その他の地域の文化施設において行う公演、展示その他の活動 

ロ 伝統的建造物群、遺跡、民俗芸能その他の文化財を保存し、又は活用する活動 

三 前二号のほか、文化に関する団体が行う文化の振興又は普及を図るための活動で次に掲げるもの 

イ アマチュア、青少年等の文化団体が行う公演、展示その他の活動 

ロ 文化財である工芸技術又は文化財の保存技術の復元、伝承その他文化財を保存する活動 

 

 （運営委員会） 

第四条 前条の助成金の交付を適正に行うため、振興会に芸術文化振興基金運営委員会（以下「運営委員

会」という。）を置く。 

２ 振興会は、前条の規定により助成金を交付しようとする場合には、あらかじめ、交付対象の採択につ

いて運営委員会の議を経るものとする。 

３ 運営委員会は、前項に定めるもののほか、理事長の諮問に応じて振興会の助成金の交付に係る業務に

関し、運営方針その他重要な事項について調査審議する。 

４ 前各項に定めるもののほか、運営委員会の組織及び運営に関し必要な事項は別に定める。 

 

（交付要綱） 

第五条 前二条に定めるもののほか、助成金の交付に関し必要な事項については、別に交付要綱を定める。 

 

（その他の援助） 

第六条 振興会は、第三条の助成金の交付のほか、同条各号に掲げる活動に対し、その他必要な援助を行

う。 

２ 前項の業務の実施に関し必要な事項は、別に定める。 
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５．日本芸術文化振興会の助成事業の概要 

 

 

（１）芸術文化振興基金による助成（平成２年度～） 

 

① 目的 

  すべての国民が芸術文化に親しみ、自らの手で新しい文化を創造するための環境の醸成とその基盤の

強化を図る観点から、芸術家及び芸術に関する団体が行う芸術の創造又は普及を図るための活動、その

他の文化の振興又は普及を図る活動に対する援助を継続的・安定的に行う。 

 

② 助成対象活動 

◆芸術家及び芸術団体が行う芸術の創造・普及活動 

□ オーケストラ、オペラ、室内楽、合唱、バレエ、現代舞踊、演劇等舞台芸術の公演活動 

□ 文楽、歌舞伎、能楽、邦楽、邦舞等の伝統芸能の公開活動 

□ 落語、講談、浪曲、漫才、奇術等大衆芸能の公演活動 

□ 美術の展示活動 

□ 国内映画祭等の活動 

□ 特定の芸術分野にしばられない公演・展示活動 

 

◆地域の文化振興を目的として行う活動 

□ 文化会館、美術館等の地域の文化施設において行う公演、展示その他の活動 

□ 歴史的集落・町並み、文化的景観の保存・活用に直接資するセミナー等の催し物、資料収集・作成、

普及啓発による保存活用活動 

□ 民俗文化財の公開、広域的な交流、復活・復元による伝承、記録作成による保存活用等の活動 

 

◆文化に関する団体が行う文化の振興、普及活動 

□ アマチュア等の文化団体が行う公演、展示その他の文化活動 

□ 伝統工芸技術、文化財保存技術の保存伝承、公開活用、記録作成による保存活用活動、衰退した伝

統工芸技術の復元活動 

 

 

③ 平成２６年度助成額 

１，１３３百万円 
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④ 芸術文化振興基金の仕組み 

 

 ６６１億円（政府出資５４１億円・民間出えん金１２０億円）の運用益により助成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）文化芸術振興費補助金による助成（平成２１年度～） 

 

① 目的 

 国からの文化芸術振興費補助金を財源として、我が国の舞台芸術の水準を向上させる牽引力となってい

るトップレベルの芸術創造活動や優れた日本映画の製作活動を助成。 

  補助金を財源とした助成事業は平成２１年度より実施しており、平成２１～２２年度は「芸術創造活動

特別推進事業」を実施、平成２３年度より事業が「トップレベルの舞台芸術創造事業」及び「映画創造活

動支援事業」に変更となっている。 

 

② 助成対象活動 

◆トップレベルの芸術団体が行う舞台芸術活動 

□ 音楽・・・・オーケストラ、オペラ、室内楽、合唱等 

□ 舞踊・・・・バレエ、現代舞踊、民族舞踊等 

□ 演劇・・・・現代演劇、児童演劇、人形劇、ミュージカル等 

□ 伝統芸能・・ 古典演劇（歌舞伎、人形浄瑠璃、能楽等）、邦楽、邦舞、雅楽、声明等 

□ 大衆芸能・・落語、講談、浪曲、漫才、奇術、太神楽等の公演活動 

※ 支援の形態には、活動毎に助成を行う公演単位支援型と、複数の公演を一括して助成する年間活動

支援型がある 

 

 

文化芸術活動 

 

芸術団体 

文化団体 

その他 

民間 

120 億円 

政府 

541 億円 

独立行政法人 日本芸術文化振興会 

文化芸術活動に対する援助 

伝統芸能の保存・振興 

現代舞台芸術の普及・振興 

芸術文化振興基金 

 

（661 億円） 

出資 

寄附 

運
用
益
に
よ

る
助
成 
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◆映画製作への支援 

□ 劇映画、記録映画、アニメーション映画製作 

 

 

③ 平成２６年度助成額 

３，４６５百万円 

  ・トップレベルの舞台芸術創造事業 ３,０５７百万円 

  ・映画創造活動支援事業        ４０８百万円 

 

④ 文化芸術振興費補助金の仕組み 

 文化庁からの補助金を財源として助成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）審査の仕組み 

 

独立行政法人日本芸術文化振興会では、芸術文化振興基金による助成金の交付を適正に行うため、芸術

文化に広くかつ高い識見を有する１５名以内の委員で構成する芸術文化振興基金運営委員会を設置し、そ

のもとに分野別の４つの部会、１３の専門委員会を置き、各分野の実情及び特性に応じた審査体制をとっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

芸術団体 

 

文化庁 

（補助金） 

独立行政法人 日本芸術文化振興会 

文化芸術活動に対する援助 

伝統芸能の保存・振興 

現代舞台芸術の普及・振興 

我が国最高水準の舞台芸術の 

創造活動への助成 

補助 

助成 

優れた映画製作への助成 
助成 

映画製作者 

振興会   
理事長   

運営委員会   
部会   

（４部会）   
専門委員会   
( １３ 委員会）   

諮問   

報告   報告   

付託   付託   

答申   
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（４）審査の方法 

 

トップレベルの舞台芸術創造事業 

平成２７年度助成対象活動の専門委員会の審査方法等について 

（音楽、舞踊、演劇、伝統芸能・大衆芸能の各専門委員会） 

 

 

各専門委員会は、「文化芸術振興費補助金による助成金交付の基本方針」及び募集案内で定める趣旨・要件等を踏

まえ、審査を付託された助成金の交付対象となる活動について、専門的立場から、以下のとおり審査の方法等につい

て決定し、調査審議を行った。 

 

 

１ 各専門委員は、芸術団体から提出された助成金交付要望書について、それぞれの分野に係る下記の「（１）審査基

準等」①②及び「（２）評価の区分」により書面審査を行う。 

 

２ 専門委員会における審査は、各専門委員の書面審査の結果をもとに、下記の「（１）審査基準等」①②に着目し、

これらを総合的に検討の上、「採択」又は「不採択」のいずれかの評定を行う。ただし、年間活動支援型の審査の際

にはそれらのほかに「（１）審査基準等」③を加えて行うものとする。 

 

３ 演劇専門委員については、応募件数が多いことから、二つの分科会を設け、第１分科会において補助金による助成

事業についての審査を行う。 

 

（１）審査基準等 

審査は、芸術団体から提出された助成金交付要望書について以下の点に特に留意し、助成金交付要望書・

団体概要などを総合的に評価して行う。 

 

  ① 事業の趣旨 

     我が国の舞台芸術の水準を向上させる牽引力となっているトップレべルの芸術団体が国内で実施する舞

台芸術の創造活動を助成する。 

 

  ② 審査基準（公演単位支援型、年間活動支援型共通） 

    ⅰ 団体に対する評価 

ア 芸術団体を構成するスタッフ・キャスト等に高い専門性が認められること 

イ 芸術団体の運営及び組織の財務・会計が適正かつ透明であること（公認会計士、税理士等

から外部監査を受ける体制であること） 

ウ 芸術団体が普及、教育など様々な面において社会に波及効果を及ぼすことが期待できるも

のであること 

 

ⅱ 公演計画に対する評価 

ア 我が国の芸術水準向上の直接的な牽引力となることが期待できる公演計画であること 

イ 公演の趣旨、目的等が明確であり、かつ企画内容が優れていること 

ウ 当該公演が過去の実績に照らして高い芸術水準において実現可能であること 

エ （音楽専門委員会）新たな創造活動（新作、新演出等）や優れた作品の再演などレパート

リーの充実を図る等の意欲的な公演計画であること 

  （舞踊専門委員会）新たな創造活動（新作、新演出、新振付等）や優れた作品の再演など
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レパートリーの充実を図る等の意欲的な公演計画であること 

  （演劇専門委員会）新たな創造活動（新作、新演出、翻訳初演等）や優れた作品の再演な

ど公演内容の充実を図る等の意欲的な計画であること 

  （伝統芸能・大衆芸能専門委員会）優れた作品の再演や新たな創造活動（新作、新演出等）

などレパートリーの充実を図る等の意欲的な公演計画であること 

オ 公演等の対象（観客等）が社会的に開かれたものであり、観客の増加や育成に努めている

こと 

カ 予算積算等が適切であること 

キ 助成の緊要度についても認められること 

 

③ 審査基準（年間活動支援型） 

ア （音楽、舞踊、伝統芸能・大衆芸能専門委員会）今後の活動方針及び活動計画に高度な企

画性、創造性及び発展性又は基礎となるべき伝統性が認められること 

  （演劇専門委員会）今後の活動方針及び活動計画に高度な企画性、創造性及び発展性が認

められること 

イ 相当程度の規模と水準を有する構成員を擁し、相当規模以上の公演活動等を継続的に実施

しうる芸術団体であること 

 

（２）評価の区分 

評価区分 内     容 

Ａ 是非とも助成すべきである 

Ｂ 助成することが望ましい 

Ｃ 助成しても差し支えない 

Ｄ 助成する必要性が乏しい 
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平成２７年度助成対象活動の専門委員会の審査方法等について 

芸術文化振興基金 舞台芸術等創造普及活動 

（音楽、舞踊、演劇、伝統芸能・大衆芸能の各専門委員会） 

 

 

各専門委員会は、「芸術文化振興基金助成金交付の基本方針」及び募集案内で定める趣旨・要件等を踏まえ、審査を

付託された助成金の交付対象となる活動について、専門的立場から、以下のとおり審査の方法等について決定し、調査

審議を行った。 

 

１ 各専門委員は、芸術団体等から提出された助成金交付要望書について、それぞれの分野に係る下記の「（１）審査

基準等」及び「（２）評価の区分」により書面審査を行う。 

 

２ 専門委員会における審査は、各専門委員の書面審査の結果をもとに、下記の「（１）審査基準等」に着目し、これ

らを総合的に検討の上、「採択」又は「不採択」のいずれかの評定を行う。 

 

３ 演劇専門委員会については、応募件数が多いことから、二つの分科会を設け、第２分科会において基金による助成

事業についての審査を行う。 

 

（１）審査基準等 

審査は、芸術団体から提出された助成金交付要望書について以下の点に特に留意し、助成金交付要望書・団

体概要などを総合的に評価して行う。              

 

① 事業の趣旨 

国民が広く多彩な芸術に親しむ環境の醸成に資する公演を支援する。 

 

② 審査基準  

ア 活動の目的及び内容が優れていること 

イ 活動内容が具体的であること 

ウ 活動が社会的に開かれたものであること 

エ 観客層拡充等に努力を行っていること 

オ 今後の発展性に期待が持てること 

カ 予算積算等が適切であること 

キ 活動内容が当該団体等の過去の実績等から推測して実現可能であること 

ク 芸術団体の運営及び経理が適正であること 

ケ 助成の緊要度が高い活動であること 

 

（２）評価の区分 

評価区分 内  容 

Ａ 是非とも助成すべきである 

Ｂ 助成することが望ましい 

Ｃ 助成しても差し支えない 

Ｄ 助成する必要性が乏しい 
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（５）審査委員名簿（平成 27 年度助成対象活動の審査に係るもの） 

○ 運営委員会

委員長 根 木     昭

委員長代理 三 輪  嘉 六
元独立行政法人国立文化財機構九州国立博物館館長、

元日本大学教授

植 田  克 己 東京藝術大学音楽学部教授

神 山     彰 明治大学文学部教授

見 城 美枝子 青森大学副学長

佐々木 正 峰

佐 藤 友美子 追手門学院大学地域創造学部教授

新 藤　次 郎 株式会社近代映画協会代表取締役

堤　    　剛 チェリスト、日本藝術院会員、サントリーホール館長

　 三 浦　雅 士 日本藝術院会員、文芸評論家

水谷内 助 義 有限会社劇団青年座取締役相談役

三 林　京 子 俳優、落語家、大阪芸術大学短期大学部教授

みなもとごろう 演劇評論家、日本女子大学名誉教授

雪 山　行 二 富山県立近代美術館館長

　 横 川　眞 顯

○ 部　　会

部会長 水谷内 助 義 （運営委員会運営委員）

部会長代理 雪 山　行 二 （運営委員会運営委員）

植 田  克 己 （運営委員会運営委員）

三 浦　雅 士 （運営委員会運営委員）

髙 橋　浩 子 （音楽専門委員会主査）

尼ヶ崎　  彬 （舞踊専門委員会主査）

西 川　信 廣 （演劇専門委員会第1分科会主査）

福 島　明 夫 （演劇専門委員会第2分科会主査）

天 野  文 雄 （伝統芸能・大衆芸能専門委員会主査）

山 梨 絵美子 （美術専門委員会主査）

児 玉   　信 （多分野共同等専門委員会主査）

部会長 横 川　眞 顯 （運営委員会運営委員）

部会長代理 新 藤　次 郎 （運営委員会運営委員）

佐々木　史朗 （劇映画専門委員会主査）

恩 田　泰 子 （記録映画専門委員会主査）

布 山　タルト （アニメーション映画専門委員会主査）

桝 井　省 志 （国内映画祭等専門委員会主査）

部会長 佐 藤 友美子 （運営委員会運営委員）

部会長代理 見 城 美枝子 （運営委員会運営委員）

大 橋  敏 博 （地域文化活動専門委員会主査）

枝 川  明 敬 （文化団体活動専門委員会主査）

部会長 佐々木 正 峰 （運営委員会運営委員）

部会長代理 三 輪  嘉 六 （運営委員会運営委員）

高 山     茂 （文化財保存活用専門委員会主査）

昭和音楽大学教授・同大学院音楽研究科長、東京藝術大学名誉

教授、長岡技術科学大学名誉教授

公益財団法人文化財建造物保存技術協会理事長、独立行政法人

国立科学博物館顧問

日本大学名誉教授・同大学院芸術学研究科講師、北京電影学院

客座教授

舞台芸術等部会（11名）

映像芸術部会（6名）

地域文化・文化団体活動部会（4名）

文化財部会（3名）
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○専門委員会

伊 東  信 宏 阿 部 さとみ 　 今 村     修 　 大久保 充 代

○ 加 納  民 夫 ◎ 尼ヶ崎　  彬 大 島  幸 久 小 玉　祥 子
◎ 髙 橋  浩 子 猪 崎  弥 生 河 野     孝 徳 永　京 子

東 條  碩 夫 ○ 上 野  房 子 戸 塚　   成 永 井　聡 子
　 新 実  徳 英 楫 屋  一 之 ◎ 西 川  信 廣 花 輪   　充

沼 野  雄 司 　 新 藤  弘 子 　 畑   　律 江 ◎ 福 島　明 夫
堀 内 　  修 　 杉 山  千 鶴 藤 池     俊 藤 崎　周 平
前 澤　   均 長 野  由 紀 ○ 渡 辺　   弘 ○ 松 井 憲太郎
水 野 みか子 堀 内  　 充 　

　 悠   　雅 彦 本 多  実 男 　

　 　
 　

◎ 天 野  文 雄 　 内 田　篤 呉 上 野  房 子 ◎ 大 橋  敏 博

　 今 岡 謙太郎 岡 部 あおみ 串 山 久美子 荻 田　   清

小 田  幸 子 串 山 久美子 ◎ 児 玉   　信 田 窪　桜 子

児 玉　   信 野 地 耕一郎 長 野　由 紀 坂 東 亜矢子

竹 本  幹 夫 ○ 水 沢   　勉 　 布 目　英 一 藤 原　惠 洋

○ 長 井  好 弘 柳 沢　秀 行 　 沼 野　雄 司 舩 木　篤 也

布 目　英 一 ◎ 山 梨 絵美子 ○ 藤 崎　周 平 　 松 本　玲 子         

平 野  英 俊 松 井 憲太郎 ○ 本 杉　省 三

宮 辻  政 夫 柳 沢  秀 行 守 山　実 花

茂手木 潔 子 悠　   雅 彦

　 石 川　健 次 池 邊 このみ 勝 田　友 巳 ○ 大 前　和 美

上 田   　順 神 野　善 治 ○ 加 藤　正 人 ◎ 恩 田　泰 子

◎ 枝 川  明 敬 ○ 桑 山　俊 道 紅 野　謙 介 須 山　玲 子

亀 岡　典 子 佐 野　賢 治 ◎ 佐々木 史 朗 西 村　　 隆

崎 谷　康 文 ◎ 高 山     茂 筒 井　武 文 原 田　健 一

○ 志賀野　桂一 　 坪 井  則 子 中 山　治 美 矢 島　　 仁

菘    あつこ 藤 川　昌 樹 萩 尾　　 瞳
竹 本　義 明

能 祖　將 夫

アニメーション映画
専門委員会（６名）

映画祭等専門委員会
（６名）

杉 野　左秩子 板 倉　史 明

野 村　辰 寿 岩 崎　ゆう子
○ 氷 川　竜 介 大 高　宏 雄
◎ 布 山　タルト 北 川　れい子

松 下　俊 也 ○ 坂 野　ゆ か

横 田　正 夫 ◎ 桝 井　省 志

             ◎主査

             ○主査代理

            （五十音順）

地域文化活動
専門委員会（９名）

文化財保存活用
専門委員会（７名）

劇映画専門委員会
（７名）

記録映画
専門委員会（６名）

文化団体活動
専門委員会（９名）

演劇専門委員会
　　第２分科会（８名）

伝統芸能・大衆芸能
専門委員会(１０名）

美術専門委員会（７名）
多分野共同等
専門委員会(１０名）

音楽専門委員会（１０名） 舞踊専門委員会（１０名）
演劇専門委員会
　　第１分科会（８名）
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６．日本版アーツカウンシルの試行的取組についての審議経過 

 

平成２２年２月１０日 

第５０回文化審議会総会で「文化芸術の振興のための基本的施策の在り方について」諮問 

文化政策部会で検討開始 

 

平成２２年３月２３日 

第４回文化審議会文化政策部会で４つのワーキンググループ（ＷＧ）の設置について決定 

 

平成２２年５月１２日 

第５回文化審議会文化政策部会で各ＷＧにおける意見のまとめについて報告 

 

○舞台芸術ワーキンググループ 意見のまとめ 

【概要】 

３．舞台芸術の振興に向けた重点施策 

（２）専門家による審査・評価の仕組みの導入の検討と支援制度の抜本的見直し 

舞台芸術の支援に当たっては，専門家による審査・評価の仕組み（「日本版アーツカウンシル（仮称）」）の導入

を検討する必要がある。また，分野の特性に応じた新たな支援制度を導入するなど，長期的視野に立った抜本的見直

しとともに，人材育成の強化を図る必要がある。 

 

【本文】 

３．具体的施策 

（２）専門家による審査・評価の仕組みの導入の検討と支援制度の抜本的見直し 

①専門家による審査・評価の仕組み（「日本版アーツカウンシル（仮称）」）の導入 

○ 国の文化芸術に対する支援は，公共性を重視しつつ，文化芸術を振興するために有効に活用するという観点から審査

や事後評価を行う必要がある。 

○ 現在は，支援事業の審査を行う際に，支援事業ごとに文化庁や独立行政法人日本芸術文化振興会が外部の専門家に審

査委員を委嘱して審査を行っているが，審査に当たっての経験やノウハウが蓄積されないという課題がある。 

○ このため，審査に関し，分野ごとに，現場の実情を把握し，個々の事業の選定，評価等を行う専門家（プログラムオ

フィサー）を配置し，専門的な審査をよりしっかりと行う仕組みの導入の検討が必要である。また，各種のデータに

基づいて審査や事後評価を行う必要があり，現地調査も含め調査研究機能を強化する必要がある。 

○ 審査に当たっては，申請団体がその事業で設定した達成目標を見定めるとともに，事業の事後評価に当たっては，そ

の目標に対する成果を検証し，PDCA（計画，実行，評価，改善）サイクルを確立することが必要である。 

○ 支援事業の審査結果については，採択の理由や採択事業により期待される効果などを公表するとともに，不採択とな

った申請団体に対しては，その理由を伝えるなどの透明性の確保が求められる。また，事後評価の結果は，申請団体

にフィードバックするとともに，次の支援の審査に活用する必要がある。 

○ 以上のような観点から，海外のアーツカウンシル（文化芸術評議会）や公的文化芸術助成機関等の例も参考にしなが

ら，新たな審査・評価の仕組み（「日本版アーツカウンシル（仮称）」）の導入について検討が必要である。この場

合，例えば，まずパイロットプロジェクトとして，特定の分野についてモデル事業を試行的に行うことも考えられる。 

 

平成２２年６月７日 

第５１回文化審議会総会で文化政策部会における審議経過について報告 

 

第２ 文化芸術振興のための重点施策 

１．六つの重点戦略～ 「文化芸術立国」の実現を目指して～ 
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（１）文化芸術活動に対する支援の在り方の抜本的見直し 

文化芸術活動に対する支援に関しては，実質的に赤字を補填する仕組みとなっているため，自己収入の増加等のイン

センティブが働かないとの問題，審査・評価体制の不十分さといった助成面の課題等多くの指摘がなされており，地方

における鑑賞機会の不足，地方公共団体における文化芸術予算の削減等の現状も考慮して改善を図る必要がある。これ

らの現状と課題及び「新しい公共」等近時の動向を踏まえ，文化芸術活動に対する支援の在り方を抜本的に見直し，効

果的な振興を図ることができるよう，以下の取組を進める。 

 

◆ 専門的な審査・評価を実施し，支援策をより有効に機能させる機関として，新たに「日本版アーツカウンシル（仮称）」

の導入に向けた検討を行う。このため，早急に必要な調査研究を行うとともに，可能なところから試行的な取組を開始

する。 

 

２．各分野における重点施策（具体的施策） 

（１）舞台芸術分野 

②専門家による審査・評価の仕組みの導入の検討と支援制度の抜本的見直し 

○ 舞台芸術の支援に当たっては，公益性を重視しつつ，分野ごとに現場の実情を把握し，個々の事業の選定，評価等を

行う専門家（プログラムオフィサー）を配置し，専門的な審査をよりしっかりと行う，各種のデータに基づいた審査

や評価を行うため，現地調査も含め調査研究機能を強化する，PDCA（計画，実行，評価，改善）サイクルを確立する

といった観点から，海外のアーツカウンシル（文化芸術評議会）や公的文化芸術助成機関等の例も参考としつつ，新

たな審査・評価の仕組み（「日本版アーツカウンシル（仮称）」）の導入を検討する必要がある。 

 

平成２２年６月８日～平成２２年７月２３日 

上記報告について国民からの意見募集 

 

平成２３年１月３１日 

第５２回文化審議会文化審議会総会で「文化芸術の振興に関する基本的な方針（第３次）について」

を答申 

 

第２ 文化芸術振興に関する重点施策 

１．六つの重点戦略～「文化芸術立国」の実現を目指して～ 

重点戦略１：文化芸術活動に対する効果的な支援 

 文化芸術活動に対する支援の在り方について、実質的に赤字の一部を補塡する仕組みとなっているため、自己収入の

増加等のインセンティブが働かないとの問題、審査・評価体制の不十分さといった助成面の課題や、鑑賞機会等の地域

間格差、地方公共団体における文化芸術予算の削減等の現状、さらには「新しい公共」等近時の動向を踏まえ、これを

抜本的に改善し、より適切かつ効果的な支援を図る。具体的には、文化芸術団体への助成方法を見直し、文化芸術活動

への支援に係る計画、実行、検証、改善（PDCA）サイクルを確立することによって国としての支援策を有効に機能させ

るほか、民間や個人による支援と文化芸術各分野における「新しい公共」の活動を促進する。また、国・地方において

核となる文化芸術拠点を充実する。 

 これらの取組によって、我が国の文化芸術水準の向上を図り、その成果を広く国民が享受できる環境を整備する。 

 

【重点的に取り組むべき施策】 

◆ 文化芸術への支援策をより有効に機能させるため、独立行政法人日本芸術文化振興会における専門家による審査、

事後評価、調査研究等の機能を大幅に強化し、諸外国のアーツカウンシルに相当する新たな仕組みを導入する。このた

め、早急に必要な調査研究を行うとともに、可能なところから試行的な取組を実施する。 
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第３ 文化芸術振興に関する基本的施策 

１．文化芸術各分野の振興 

 (１)芸術の振興 

多様で豊かな芸術を生み出す源泉である芸術家や文化芸術団体等の自由な発想に基づく創造活動が活発に行われるよ

うにするため、支援の在り方の抜本的見直しや新たな審査・評価等の仕組みの導入など、より効果的で戦略的な視点を

加えながら次の施策を講ずる。 

○ 文化芸術への支援策をより有効に機能させるため、独立行政法人日本芸術文化振興会における専門家による審査、事

後評価、調査研究等の機能を大幅に強化し、諸外国のアーツカウンシルに相当する新たな仕組みを導入する。このた

め、早急に必要な調査研究を行うとともに、可能なところから試行的な取組を実施し、文化芸術活動の計画、実行、

検証、改善（ＰＤＣＡ）サイクルを確立する。 

 

平成２２年１２月２４日 

独立行政法人日本芸術文化振興会に「独立行政法人日本芸術文化振興会文化芸術活動への助成に係る

審査・評価に関する調査研究会」設置 

 

平成２３年２月８日 

「文化芸術の振興に関する基本的な方針（第３次）」閣議決定 

 

平成２３年６月１０日 

「独立行政法人日本芸術文化振興会文化芸術活動への助成に係る審査・評価に関する調査研究会」に

おいて「文化芸術活動への助成に係る審査・評価等の仕組みの在り方について（報告書）」をとりま

とめ 

 

平成２３年９月２０日 

第３回文化審議会文化政策部会で「文化芸術への助成に係る新たな仕組みの在り方に関するワーキン

ググループ」設置を決定 

 

平成２３年１２月１４日 

上記ワーキンググループにおいて「意見のまとめ」をとりまとめ 
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７．日本版アーツカウンシルの試行的取組に関する評価 

 

１．独立行政法人日本芸術文化振興会評価委員会による評価（抄） 

 

○平成２３年度 

 

日本芸術文化振興会が行う様々な芸術文化活動に対する助成事業については、年間型事業支援の制度も導入され、継

続的な芸術創造活動を見据えたきめ細かな助成が実施されていることを評価する。今後は、地方・地域の芸術文化活動

に対する助成事業が一層広範囲に行き渡ることが望ましく、そのための広報活動を現状から更に促進させてほしい。 

助成金交付事務の効率化等に関しては、23 年度は、補助金による助成のうち、音楽分野及び舞踊分野について、専門

的な知識や調査研究に基づく助言、情報提供等を行うプログラムディレクター、プログラムオフィサーの配置により、

従来にも増して適切な審査が行われたこと、及び助成団体との意見交換ができたことを評価する。意見交換については、

公平性を保ちつつ、可能な限り日数を増やしていくことを期待する。 

助成制度の重要な点は、助成金額だけではなく、それがいかに有効に使われ、効果が出たかということである。その

ためにも効果検証は最も重要なことであり、検証結果を助成活動の審査に正確に反映できる体制の整備が不可欠である。 

今後は、プログラムディレクター、プログラムオフィサーも活用して、審査基準を明らかにした事後評価制度と全国

的な調査制度の確立を進めてほしい。 

審査については、音楽分野及び舞踊分野の審査基準が事前に公表されたことを評価し、更に他の分野への拡充を期待

したい。また、審査期間について、申請受理から決定までの期間が大幅に短縮され、1 ヶ月以内に審査結果が分かるよ

うになったことは、助成団体にとって公演等の計画策定に有利な状況であり、評価する。 

助成対象活動に対する調査についても、目標を大きく上回る 654 件の会計・公演等調査を行ったことを評価する。 

 

 

○平成２４年度 

 

日本芸術文化振興会が行う様々な文化芸術活動に対する助成事業は、安定的に適切な採択が行われ、継続的に実施さ

れていることを評価する。今後は、各地域で行われる活動にも目配りし、東京一極集中とならぬようプログラムディレ

クター、プログラムオフィサーの役割を生かし、情報提供等を更に促進させてほしい。 

（中略） 

助成対象活動の審査・調査等については、24 年度において新たに、演劇、伝統芸能・大衆芸能分野にもプログラムデ

ィレクター、プログラムオフィサーが配置されたことを評価する。また、審査、評価、助成団体に対する助言や公演調

査などの機能を強化したことにより、助成分野の偏りを防ぎ、公平性の確保につながったことを評価する。 

23 年度から進められたプログラムディレクター、プログラムオフィサーの配置により複眼的に行う公演調査が定着し、

23 年度の実績を大幅に上回ったことを評価する。今後は、より客観性と透明性を確保するために、公演調査の審査基準

を明示するとともに、集積した成果を助成決定の審査に具体的に生かせる仕組みを構築することが望ましい。 

 

 

○平成２５年度 

 

日本芸術文化振興会が行う様々な文化芸術活動に対する助成事業については、年度開始前に募集・審査が進み、適切

に採択が行われ、順調に実施されていることを評価する。さらに審査方法等の情報公開や地方での募集説明会の開催な

ど、助成対象活動の募集等においても積極的な取組が実施されていることを評価する。 

（中略） 

助成対象活動の審査については、23 年度から進められたプログラムディレクター、プログラムオフィサーの配置が効
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果を上げている。一部の分野について事後評価を試行的に導入したことや、文化芸術振興費補助金に加え、芸術文化振

興基金による助成の舞台芸術分野についても審査基準を事前に公表したことは、助成の公共性と透明性を確保し、さら

に助成対象活動の内容の充実につながるものとして評価する。今後は審査基準を事前公表する分野の拡大を検討してほ

しい。 

また、助成対象活動に対する公演等調査が目標数値を 565 件も上回る実績を上げたことを評価する。助成対象活動に対

する調査や点検・評価は必要不可欠であり、助成対象団体が公正かつ効果的に制度を活用しているか検証することは重

要である。さらにこの公演等調査に客観性と透明性を与えるため、公演等調査の判断基準を明示することが必要ではな

いか。 

 

 

○平成２６年度 

 

様々な分野で多様な取組をしている人たちを応援し、育成することに資する助成事業について、年度計画に見合った

助成が行われるとともに、審査基準を事前公表する分野を舞台芸術分野以外にも拡大したことを評価する。公表されて

いない分野についても、逐次、審査基準の事前公表を進めてほしい。 

プログラムディレクター、プログラムオフィサーによる事後評価の実施や助成対象団体との意見交換等の取組を通じ

て、援助を受ける側の理解も深まり、事業そのものの質的水準が向上していることを評価する。事後評価結果の助成対

象団体への的確な伝達を引き続きお願いしたい。また、日本版アーツカウンシルの本格実施に向けて PDCA サイクルの

確立を図るため、プログラムディレクター、プログラムオフィサーの在り方や助成の充実について、文化庁と一体とな

って検討してほしい。 

助成対象活動の調査については、公演等調査、会計調査とも目標件数を大きく上回ったことを評価する。引き続き効

率的な調査となるよう工夫を図りながら、調査結果が助成事業に十分に反映されるようにしてほしい。 

（中略） 

助成事業を周知させるための広報活動として、ホームページについてはアクセス件数が目標値を大幅に上回るととも

に、助成対象活動の内容や応募手続きに関する新たな動画を作成したことを評価する。また、団体の個別の関心事項に

きめ細かく対応する「応募相談会」を新たに全国 7 箇所で実施したことを評価する。今後とも利用者の利便性の向上を

目指して、ホームページの表示項目の見直しや、相談会の開催の仕方及び場所の選定についての改善を望みたい。 

 

 

 

２．文部科学省独立行政法人評価委員会による評価 

 

○平成２３年度 

 

［項目別評価］ 

（大項目）国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置（評定

Ａ） 

（中項目）文化芸術活動に対する援助（評定Ａ）  

（小項目）助成金の交付（評定Ａ） 

 

○プログラムディレクター、プログラムオフィサーの配置による具体的成果は未だ明らかではないものの、チェック体

制の整備は進められていると認められる。 

（中略） 

○今後は成果の追跡・検証を行うとともに、評価基準の明確化やチェック体制の整備を図り、助成対象の質の向上に努

められたい。 
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○平成２４年度 

 

［全体評価］ 

①評価結果の総括  

・文化芸術活動に対する援助については、新たに演劇部門、伝統芸能・大衆芸能部門にプログラムディレクター、プロ

グラムオフィサーが配置されたことは評価できる。 

②平成２４年度の評価結果を踏まえた、事業計画及び業務運営等に関して取るべき方策（改善のポイント） 

（１）事業計画に関する事項 

・助成事業については、今後、プログラムディレクター、プログラムオフィサーの配置による効果を明らかにし、広く

国民に周知していくことが必要である。 

 

［項目別評価］ 

（大項目）国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置（評定

Ａ） 

（中項目）文化芸術活動に対する援助（評定Ａ）  

（小項目）助成金の交付（評定Ａ） 

 

○文化芸術活動に対する助成事業をより効果的なものとするため、プログラムディレクター及びプログラムオフィサー

による新しい審査・評価方法を平成２３年度から導入し、平成２４年度からは、演劇分野及び伝統芸能・大衆芸能分

野にも拡大し、助成に関する審査・評価等の機能の強化を図ったことは評価したい。 

○プログラムディレクター及びプログラムオフィサーを配置する等、助成対象事業に係る PDCA サイクルは強化されつ

つあるが、助成の目的に対し想定した効果が得られたかは、資料からは判断できない。いまだ、その成果が現状をど

う変えるか見えてこないことから、今後は、その効果を明らかにし、広く国民に周知していくことが必要である。 

 

 

○平成２５年度 

 

［全体評価］ 

①評価結果の総括  

・助成事業に関しては、プログラムディレクター（ＰＤ）、プログラムオフィサー（ＰＯ）の試行的実施を評価する。

ただし今後は、ＰＤ、ＰＯの成果を明らかにしつつ、本格実施に向けて、試行の成果を踏まえた体制の整備が望まれ

る。 

 

［項目別評価］ 

（大項目）国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置（評定

Ａ） 

（中項目）文化芸術活動に対する援助（評定Ａ）  

（小項目）助成金の交付（評定Ａ） 

 

○試行的に導入している PD・PO に期待する効果は、助成対象活動の質の向上である。そのためには、PD・PO を配置す

るにとどまらず、今後はその専門性を高め、業務の高度化を図ることも必要である。 

○また、PD、PO の専門的な知識に基づく調査、助言の結果がどのようなものであったのか、明らかにされたい。 
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●調査の趣旨・目的 

●調査の方法

（活動数）
「トップレベルの舞台芸術創造事業」（音楽、舞踊、演劇、伝統芸能・大衆芸能）

平成24年度 331 活動
平成25年度 318 活動
平成26年度 298 活動

「舞台芸術等の創造普及活動」（音楽、舞踊、演劇）、「伝統芸能の公開活動」
平成24年度 289 活動
平成25年度 272 活動
平成26年度 280 活動

（用語やデータについて）

・「最終自己負担金」とは、実績報告書に記載された自己負担金の金額を指す。

　

「鑑賞行動の動向と公的助成に関する調査研究」 中間報告

平成27年8月現在

　平成24年度から平成26年度までの間に「トップレベルの舞台芸術創造事業」（文化芸術振興費補助金による
助成）並びに「舞台芸術等の創造普及活動」及び「伝統芸能の公開活動」（芸術文化振興基金による助成）に採
択された活動について、それぞれの団体から提出された要望書、交付申請書、実績報告書等に記載されている
情報を抽出して、Excelファイルに入力し、構成比、券売率、1活動あたりの費用等を機械的に算出した。

・「総事業費」とは、採択事業終了後に各団体から提出される助成対象活動実績報告書の収支決算の支出
額を指す。

・平成24～25年度「総座席数」は、実績報告書記載事項の他に推算した数字を含む。（「総座席数」が実績
報告書に記入されていない事例があったため、当該会場のキャパシティを調査し推算）
・平成24～25年度「販売枚数」は、実績報告書記載事項の他に推算した数字を含む。（「販売枚数」が実績
報告書に記入されていない事例があったため、入場料収入をチケット価格の平均値で割って算出）
・平成24～25年度「鑑賞者数」は、実績報告書記載事項の他に推算した数字を含む。（「鑑賞者数」が実績
報告書に記入されていない場合は、「鑑賞者数」＝「販売枚数」として計算）

・「申請書自己負担金」とは、助成金の交付の内定後に各団体から提出される、助成交付金申請書に記載
された自己負担金の金額を指す。
・「要望書自己負担金」とは、助成金の交付の応募時に各団体から提出される、助成交付付要望書に記載
された自己負担金の金額を指す。

（要望書→申請書→実績報告書）

　本調査は、公的助成を受けて行われた芸術団体の活動について、各種書面により提供された数量的情報を
集積することにより、特定のデータの経年変化の定量的分析やどのような情報が鑑賞行動の変化に相関関係
を有するのかについての解析等、助成制度の効果検証や改善のために必要な資料を得ようとするものである。
　また、芸術団体の活動の改善・充実のためには客観的なデータに基づく適切な助言が必要であり、PD・POに
よる助言に当たって必要な資料を得るためにも活用する。

・「件数」とは、活動数を指す。1件＝1活動とする。
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[総事業費と助成額]

【基金】 【基金】
年度 件数 総事業費 助成額 助/総 ・H24～26で総事業費が5億3千万減
24 289 3,774,053,022 686,100,000 18.2% （1件あたりH24：1,300万、H26：1,160万）
25 272 3,884,480,310 621,300,000 21.7% ・助成額も約5,700万減
26 280 3,242,445,453 629,400,000 19.4% （1件あたりH24：230万、H26：224万）
計 841 10,900,978,785 1,936,800,000 17.8% ・1件当たりの助成額に大きな減少や変化は見受けられない

【基金・音楽】 【基金・舞踊】
年度 件数 総事業費 助成額 助/総 年度 件数 総事業費 助成額 助/総
24 46 1,476,951,310 180,000,000 12% 24 44 375,703,754 77,400,000 21%
25 44 1,826,954,279 187,900,000 10% 25 43 371,929,183 70,000,000 19%
26 43 1,136,309,894 169,600,000 15% 26 41 356,582,299 72,000,000 20%
計 133 4,440,215,483 537,500,000 12% 計 128 1,104,215,236 219,400,000 20%

・H24～26で総事業費が3億4千万減 ・H24～26で総事業費が1,912万減
（1件あたりH24：3,210万、H26：2,643万） （1件あたりH24：854万、H26：870万）
・助成額は1,040万減 ・助成額は540万減
（1件あたりH24：391万、H26：394万） （1件あたりH24：176万、H26：176万）

【基金・演劇】 【基金・伝統芸能】
年度 件数 総事業費 助成額 助/総 年度 件数 総事業費 助成額 助/総
24 151 1,654,251,804 368,800,000 22% 24 48 267,146,154 59,900,000 22%
25 146 1,444,853,524 315,200,000 22% 25 39 240,743,324 48,200,000 20%
26 156 1,471,032,496 335,300,000 23% 26 40 278,520,764 52,500,000 19%
計 453 4,570,137,824 1,019,300,000 22% 計 127 786,410,242 160,600,000 20%

・H24～26で総事業費が1億8千万減 ・H24～26で総事業費が1,137万増
（1件あたりH24：1,095万、H26：943万） （1件あたりH24：557万、H26：696万）
・助成額は3,350万減 ・助成額は740万減
（1件あたりH24：244万、H26：215万） （1件あたりH24：125万、H26：131万）

【トップ】 【トップ】
年度 件数 総事業費 助成額 助/総 ・H24～26で総事業費が9億8千万減
24 331 11,877,277,008 3,041,900,000 25.6% （1件あたりH24：3,580万、H26：3,660万）
25 318 11,244,876,441 3,105,700,000 27.6% ・助成額は約1,480万減とあまり変化がない
26 298 10,894,208,451 3,056,700,000 34.2% （1件あたりH24：919万、H26：1,030万）
計 947 34,016,361,900 9,204,300,000 27.1% ・助成額の比率が高まっている

【トップ・音楽】 【トップ・舞踊】
年度 件数 総事業費 助成額 助/総 年度 件数 総事業費 助成額 助/総
24 119 7,835,604,153 1,771,100,000 23% 24 35 1,229,627,659 393,700,000 32%
25 120 6,923,436,638 1,810,900,000 26% 25 35 1,249,412,627 411,800,000 33%
26 113 6,922,527,563 1,743,700,000 25% 26 28 1,239,374,714 387,200,000 31%
計 352 21,681,568,354 5,325,700,000 25% 計 98 3,718,415,000 1,192,700,000 32%

・H24～26で総事業費が9億1千万減 ・H24～26で総事業費が975万増
（1件あたりH24：6,585万、H26：6,126万） （1件あたりH24：3,513万、H26：4,426万）
・助成額は2,740万減 ・助成額は650万減
（1件あたりH24：1,488万、H26：1,543万） （1件あたりH24：1,124万、H26：1,383万）

【トップ・演劇】 【トップ・伝統/大衆】
年度 件数 総事業費 助成額 助/総 年度 件数 総事業費 助成額 助/総
24 126 2,247,397,793 749,900,000 33% 24 51 564,647,403 127,200,000 23%
25 119 2,508,258,422 743,200,000 30% 25 44 563,768,754 139,800,000 25%
26 115 1,971,431,590 780,100,000 40% 26 42 760,874,584 145,700,000 19%
計 360 6,727,087,805 2,273,200,000 34% 計 137 1,889,290,741 412,700,000 22%

・H24～26で総事業費が2億8千万減 ・H24～26で総事業費が1億9千万増
（1件あたりH24：1,784万、H26：1,714万） （1件あたりH24：1,107万、H26：1,811万）
・助成額は3,020万増 ・助成額は1,850万増
（1件あたりH24：595万、H26：678万） （1件あたりH24：249万、H26：347万）
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[公演回数と入場料等]

【基金】
年度 公演回数 入場料収入 総座席数 鑑賞者数 入場料収入/販売枚数

24 2,837 1,361,150,788 596,888 449,697 ¥3,150
25 2,739 1,435,971,490 682,299 527,424 ¥2,806
26 2,497 1,251,024,115 639,686 501,994 ¥2,766
計 8,073 4,048,146,393 1,918,873 1,479,115 ¥2,899

・公演回数は3年で340回減少しているが、座席数は4万席増加、会場規模の拡大がうかがえる。
　鑑賞者数が増加していることが読み取れるが、1枚当たりの単価（入場料収入/販売枚数）が下がって
　いるため、入場料収入は減少傾向にあり（H24～26で1億減）、1件当たりの入場料収入も減少傾向。
　（H24：470万、H25：528万、H26：447万）

【基金・音楽】
年度 公演回数 入場料収入 総座席数 鑑賞者数 入場料収入/販売枚数

24 225 438,797,433 144,866 92,304 ¥4,999
25 297 566,216,546 173,395 105,333 ¥5,684
26 203 315,449,745 191,996 116,427 ¥3,115
計 725 1,320,463,724 510,257 314,064 ¥4,574

・公演回数は減少しているが、1件当たりの回数にさほど変化はない。（H24：7.3回、H25：6.9回、H26：7.2回）
・入場料収入をH24とH25で比較してみると、1億2千万減。
　1件当たりの入場料収入も減。（H24：950万、H25：1,300万、H26：730万）
・総座席数は3年間で4万7千席増、販売枚数も1万3千枚増、鑑賞者数も2万4千人増加している。
　（学校公演の採択件数の増減による影響について、要検討）

【基金・舞踊】
年度 公演回数 入場料収入 総座席数 鑑賞者数 入場料収入/販売枚数

24 242 165,073,496 49,794 293,826 ¥4,794
25 154 175,574,900 49,011 370,471 ¥5,513
26 181 170,086,141 49,896 321,217 ¥4,862
計 577 510,734,537 148,701 985,514 ¥5,043

・公演回数は3年間で減少気味。1件当たりの回数も減少傾向。
　（H24：5.5回、H25：3.6回、H26：4.4回）
・入場料収入は3年間で500万増。1件当たりの入場料収入も増。（H24：375万、H25：408万、H26：415万）
・3年間で総座席数、販売枚数、券売率には大きな変化は見受けられないが、鑑賞者数が4,000人増加している。

【基金・演劇】
年度 公演回数 入場料収入 総座席数 鑑賞者数 入場料収入/販売枚数

24 2209 664,921,759 364,551 35,701 ¥2,337
25 2166 622,044,134 428,695 33,904 ¥1,712
26 1958 684,722,629 365,245 39,890 ¥2,312
計 6333 1,971,688,522 1,158,491 109,495 ¥2,089

・件数は増加しているのに反し、3年間で公演回数は251回減少している。
・入場料収入はアップしているが、1件あたりの収入でみるとほぼ変動はない。
　（H24：440万、H25：426万、H26：438万）
・総座席数はほぼ横ばい。（学校公演の採択件数の増減による影響について要検討）
・販売枚数は3年間で11,702枚増。鑑賞者数も27,391人増。券売率も他のジャンルと比べて高い率。

【基金・伝統芸能】
年度 公演回数 入場料収入 総座席数 鑑賞者数 入場料収入/販売枚数

24 161 92,358,100 37,677 27,866 ¥3,627
25 122 72,135,910 31,198 17,716 ¥4,280
26 155 80,765,600 32,549 24,460 ¥4,059
計 438 245,259,610 101,424 70,042 ¥3,942

・公演回数は波があるものの、減少傾向と言える。
・入場料収入は減少しているが、1件あたりの収入でみると微増。
　（H24：192万、H25：184万、H26：201万）
・総座席数、販売枚数も減。

87,783 61%
99,619 57%

販売枚数 券売率
432,173 72.4%
511,682 75.0%
452,355 70.7%
1,396,210 72.8%

101,282 53%

296,194 81%

販売枚数 券売率

31,849 65%

288,684 57%

販売枚数

34,983 70%

販売枚数 券売率
284,492 78%
363,359 85%

101,268 68%

券売率
34,436 69%

25,462 68%
16,855 54%
19,896 61%

944,045 81%

販売枚数 券売率

62,213 61%
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【トップ】
年度 公演回数 入場料収入 総座席数 鑑賞者数 入場料収入/販売枚数

24 3,909 4,599,559,446 1,793,818 1,304,829 ¥3,678
25 3,726 5,013,170,730 1,809,713 1,359,775 ¥3,859
26 4,251 4,998,351,656 2,012,253 1,575,957 ¥3,584
計 11,886 14,611,081,832 5,615,784 4,240,561 ¥3,704

・3年間で採択件数は減少しているものの、公演回数、総座席数、販売枚数、鑑賞者数全て増加傾向。
　鑑賞者数が増加している。入場料収入は4億増。
　今後詳細を分析予定。

【トップ・音楽】
年度 公演回数 入場料収入 総座席数 鑑賞者数 入場料収入/販売枚数

24 871 2,626,489,268 1,084,178 764,377 ¥3,611
25 831 2,615,860,536 1,068,650 789,780 ¥3,518
26 818 2,683,940,127 1,125,545 858,042 ¥3,603
計 2520 7,926,289,931 3,278,373 2,412,199 ¥3,577

・公演回数は減っているが、1件当たりの回数は変化なし。（H24：7.3回、H25：6.9回、H27：7.2回）
・入場料収入は3年間で5,745万増で、1件当たりの収入も増加。（H24：2,207万、H25：2,180万、H26：2,375万）
・総座席数も3年間で41,367席増、販売枚数は17,685枚増、鑑賞者数は93,665人増と軒並み増加。

【トップ・舞踊】
年度 公演回数 入場料収入 総座席数 鑑賞者数 入場料収入/販売枚数

24 135 524,657,533 125,974 83,181 ¥6,304
25 125 672,725,358 127,970 95,988 ¥7,057
26 83 748,068,087 97,529 81,945 ¥10,168
計 343 1,945,450,978 351,473 261,114 ¥7,716

・入場料収入の大幅な増は、チケット単価の高額な活動がH25からH26にかけて複数採択されたことが要因。
・年々公演回数が減少しているのは採択件数の減少が主な要因で、1件当たりの回数に大きな変化はない。
　（H24：3.9回、H25：3.6回、H27：3回）
・販売枚数も減少しているが、1件当たりの販売枚数は増加傾向にある。
　（H24：2,378枚、H25：2,724枚、H27：2,628枚）

【トップ・演劇】
年度 公演回数 入場料収入 総座席数 鑑賞者数 入場料収入/販売枚数

24 1511 1,035,871,520 359,304 263,504 ¥4,182
25 1476 1,303,597,656 399,036 293,645 ¥4,600
26 1314 881,280,202 309,591 251,839 ¥4,095
計 4301 3,220,749,378 1,067,931 808,988 ¥4,316

・入場料収入は1億5千万減。1件当たりの収入も減少傾向。（H24：822万、H25：1,095万、H26：766万）
・販売枚数は32,490枚減。1件当たりの枚数も減少。（H24：1,966枚、H25：2,381枚、H26：1,871枚）
・鑑賞者数が他と比べてさほど落ち込んでいないことについて、招待客数との関係を要検討。
・総座席数、販売枚数、鑑賞者数、軒並み減。事業規模の縮小傾向が見られる。

【トップ・伝統/大衆】
年度 公演回数 入場料収入 総座席数 鑑賞者数 入場料収入/販売枚数

24 1392 412,541,125 224,362 193,767 ¥2,144
25 1294 420,987,180 214,057 180,362 ¥2,380
26 2036 685,063,240 479,588 384,131 ¥1,898
計 4722 1,518,591,545 918,007 758,260 ¥2,080

・H26の全ての項目において大幅な増加が見られるのは、大規模の活動が1件採択されたためと考えられる。
・3年間で総座席数は255,226席増、販売枚数も168,575枚増、鑑賞者数は190,364人増加。

1,299,111 71.8%
1,394,708 69.3%
3,944,458 70.2%

販売枚数 券売率
1,250,639 69.7%

745,017 66%
2,215,894 68%

販売枚数 券売率

販売枚数 券売率
727,332 67%
743,545 70%

252,130 72%

販売枚数 券売率
247,674 69%

83,232 66%
95,328 74%
73,570 75%

販売枚数 券売率
192,401 86%
176,859 83%

283,379 71%
215,184 70%
746,237 70%

360,937 75%
730,197 80%

38



[外部資金収入] 1段目が金額、2段目は構成比

【基金】
年度 寄付金 その他収入 （合計）

7,085,069 67,498,920 687,766,408
18% 1% 21% 50% 10%

8,129,703 64,789,210 770,328,885
20% 1% 21% 50% 8%

6,136,000 40,618,647 564,688,249
30% 1% 24% 38% 7%

21,350,772 172,906,777 2,022,783,542

22% 1% 22% 46% 9%

【トップ】
年度 寄付金 その他収入 （合計）

25,195,198 176,127,370 1,183,900,722

29% 2% 11% 43% 15%
34,292,930 175,485,351 1,264,291,245

26% 3% 11% 46% 14%
33,109,994 155,341,747 1,088,066,089

30% 3% 16% 37% 14%
92,598,122 506,954,468 3,536,258,056

28% 3% 13% 42% 14%

【基金】
・H24～26で補助金・助成金が4,000万増だが、他は軒並み減少傾向にあり、トータルも
　H24：6億9千万、H:25：7億7千万、H26：5億6千万と減少。1件当たりの外部資金収入も
　H24：238万、H25：283万、H26：201万と減少。

【トップ】
・H24～26で補助金・助成金が1,200万減。一方で寄付金、協賛金は増加傾向にあり、
　トータルではH24：11億8千万、H25：12億6千万、H26：10億9千万と減少しているものの
　1件当たりで見ると、H24：358万、H25：398万、H26：365万となっている。

[自己負担金と総事業費に対しての割合]
【基金】
年度 申請書自己負担金 減額率（要望→最終） 減額率（申請→最終） 自己負担金/総事業費

24 1,244,681,000 49% 17% 27.4%
25 1,213,703,000 47% 15% 31.3%
26 1,034,391,000 54% 19% 26.0%
計 3,492,775,000 50% 17% 26.8%

【トップ】
年度 申請書自己負担金 減額率（要望→最終） 減額率（申請→最終） 自己負担金/総事業費

24 2,517,848,495 67% 12% 18.7%
25 2,340,046,000 60% 3% 20.2%
26 1,951,518,000 63% 3% 16.7%
計 6,809,412,495 64% 6% 18.8%

【基金・トップ比較】
・基金の自己負担金は減少しているが、総事業費に占める割合としてはさほどの変化はない。
　トップはH24～26で3億円減。1団体当たりの額も減少傾向にある。（H24：670万、H25：715万、H26：636万）
　トップの自己負担金が減少しているのは、入場料収入の増加によるものと考えられる。
・自己負担金の要望時から最終までの減額率が大きく、基金・トップとも積算の甘さがうかがえる。

[中間のまとめと今後の予定]
・基金は鑑賞者数の増加はしているものの、入場料単価を下げているため収入の増加には結びついていない。
　トップは全体として観客数、入場料収入等が増加しているように見える。
　分野・ジャンル・団体ごとの差異の特徴について、詳細な分析が必要。

61%

減額率（要望→申請）

39%
38%
44%
40%

減額率（要望→申請）

63%
58%
62%

最終自己負担金 要望書自己負担金

2,221,806,552 6,758,190,554
2,275,359,593 5,626,558,000
1,895,542,734 5,191,784,000
6,392,708,879 17,576,532,554

最終自己負担金 要望書自己負担金

1,035,922,474 2,049,868,000
1,037,709,981 1,951,413,000
842,637,869 1,841,146,000
2,916,270,324 5,842,427,000

24
126,165,966 146,235,358 340,781,095

25
154,622,094 158,240,616 384,547,262

補助金・助成金（振興会以外） 協賛金 共催者負担金

計
1,003,865,836 448,511,509 1,484,328,121

25
330,547,500 142,207,009 581,758,455

26
330,386,509 170,162,400 399,065,439

補助金・助成金（振興会以外） 協賛金 共催者負担金

24
342,931,827 136,142,100 503,504,227

26
169,131,758 135,011,750 213,790,094

計
449,919,818 439,487,724 939,118,451
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